
一
八
世
紀
南
ウ
ク
ラ
イ
ナ
の
植
民
と
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ザ
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【
要
約
】
　
本
稿
で
は
、
一
八
世
紀
に
進
展
し
た
南
ウ
ク
ラ
イ
ナ
へ
の
入
植
が
、
ロ
シ
ア
南
部
辺
境
の
半
独
立
勢
力
で
あ
っ
た
ザ
ポ
ロ
ー
ジ
エ
・
カ
ザ
ー
ク

の
対
応
と
の
関
連
に
お
い
て
分
析
さ
れ
た
。
ロ
シ
ア
国
家
は
、
一
八
世
紀
、
外
国
人
入
植
者
の
導
入
、
ノ
ヴ
ォ
ロ
シ
ア
県
の
設
立
等
の
施
策
を
通
じ
南
ウ

ク
ラ
イ
ナ
北
部
へ
の
入
植
を
お
し
す
す
め
て
い
っ
た
。
こ
の
過
程
で
、
南
ウ
ク
ラ
イ
ナ
の
も
と
か
ら
の
住
民
で
あ
っ
た
ザ
ポ
ロ
！
ジ
エ
・
カ
ザ
ー
ク
に
対

し
、
彼
ら
の
支
配
領
域
た
る
ヴ
ォ
ー
リ
ノ
ス
チ
を
蚕
食
し
つ
つ
拡
大
さ
れ
た
北
部
入
植
地
を
守
る
代
償
と
し
て
他
の
カ
ザ
ー
ク
に
比
し
て
大
き
な
自
由
の

余
地
が
許
容
さ
れ
た
。
し
か
し
、
一
七
六
〇
年
代
末
よ
リ
ザ
ポ
ロ
ー
ジ
エ
・
カ
ザ
ー
ク
は
、
北
部
入
植
地
の
住
民
を
連
れ
去
り
、
こ
れ
を
農
業
労
働
力
と

し
て
利
用
す
る
こ
と
に
よ
り
、
ザ
ポ
ロ
ー
ジ
エ
の
農
業
発
展
、
経
済
的
自
立
を
は
か
る
。
こ
こ
に
い
た
り
、
ロ
シ
ア
政
府
と
ザ
ポ
ロ
ー
ジ
エ
・
カ
ザ
ー
ク

の
利
害
の
対
立
は
決
定
的
な
も
の
と
な
り
、
一
七
七
五
年
、
後
者
の
本
営
ー
セ
ー
チ
は
廃
絶
の
憂
き
目
を
見
た
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
史
林
　
六
九
巻
穴
号
　
［
九
八
六
年
一
一
月

は
　
じ
　
め
　
に

ユ
ー
ラ
シ
ア
大
陸
を
東
西
に
貫
く
ス
テ
ッ
プ
草
原
は
、
遊
牧
民
族
が
歴
史
の
舞
台
に
登
霞
し
て
以
来
、
彼
ら
の
支
配
地
域
で
あ
り
、
ま
た
移

動
路
で
も
あ
っ
た
。
古
来
、
多
く
の
遊
牧
勢
力
が
ス
テ
ッ
プ
地
域
に
興
亡
し
、
そ
の
中
の
あ
る
も
の
は
、
遠
く
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
に
ま
で
侵
冠
し
た

（
フ
ン
、
ア
ヴ
ァ
ー
ル
、
ブ
ル
ガ
ー
ル
、
ペ
チ
ェ
ネ
ー
グ
、
マ
ジ
ャ
ー
ル
、
ク
マ
ン
、
モ
ン
ゴ
ル
等
）
。

し
か
し
、
火
器
の
出
現
、
普
及
と
と
も
に
、
ス
テ
ッ
プ
の
西
部
、
黒
海
北
岸
か
ら
ド
ナ
ウ
河
畔
に
か
け
て
の
地
域
に
お
い
て
は
、
遊
牧
民
族
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は
、
し
だ
い
に
農
耕
民
に
支
配
者
の
座
を
明
け
渡
さ
ざ
る
を
え
な
く
な
る
。
マ
ク
ニ
ー
ル
に
よ
れ
ぽ
、
ヨ
ー
ロ
ヅ
パ
の
ス
テ
ッ
プ
辺
境
と
い
う

べ
き
こ
の
地
域
で
か
か
る
勢
力
交
替
の
過
程
が
進
ん
だ
時
期
は
、
一
五
〇
〇
1
一
八
○
○
年
の
問
で
あ
る
。
わ
け
て
も
一
七
四
〇
1
一
八
○
○

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
①

年
は
、
そ
れ
の
最
終
段
階
に
あ
た
る
と
い
う
。
こ
の
最
終
段
階
に
お
い
て
、
ス
テ
ッ
プ
辺
境
を
み
ず
か
ら
の
農
業
植
民
地
と
し
て
取
り
込
む
べ

く
、
オ
ー
ス
ト
リ
ア
、
オ
ス
マ
ン
ー
ト
ル
コ
、
β
シ
ア
の
三
帝
国
が
争
っ
た
。
結
局
、
三
国
の
中
で
も
っ
と
も
大
き
な
成
功
を
お
さ
め
た
の
は
、

ロ
シ
ア
で
あ
る
。
一
八
世
紀
後
半
、
ロ
シ
ア
は
黒
海
北
岸
ス
テ
ッ
プ
の
支
配
権
を
賭
け
た
ト
ル
コ
と
の
戦
い
に
最
終
的
な
勝
利
を
博
し
つ
つ
、

　
　
　
　
　
②

南
ウ
ク
ラ
イ
ナ
の
農
業
植
民
地
化
を
お
し
す
す
め
て
い
く
。

　
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
・
ス
テ
ヅ
プ
の
農
業
植
民
地
化
、
す
な
わ
ち
ス
テ
ッ
プ
辺
境
の
消
滅
は
、
ま
た
、
か
の
地
に
割
拠
し
た
群
小
勢
力
の
運
命
に
も

大
き
な
影
響
を
及
ぼ
す
。
か
つ
て
ス
テ
ッ
プ
辺
境
で
は
、
ト
ラ
ン
シ
ル
ヴ
ァ
ニ
ア
、
モ
ル
ダ
ヴ
ィ
ア
、
ヴ
ァ
ラ
キ
ァ
、
ザ
ポ
ロ
ー
ジ
エ
・
カ
ザ

ー
ク
、
ク
リ
ミ
ヤ
雪
国
な
ど
の
諸
勢
力
が
、
ト
ル
コ
、
ポ
ー
ラ
ン
ド
、
ロ
シ
ア
、
オ
ー
ス
ト
リ
ア
と
い
っ
た
近
隣
の
大
国
を
宗
主
と
し
て
戴
き

つ
つ
、
内
政
に
お
け
る
一
定
の
自
治
、
半
独
立
の
立
場
を
保
っ
て
い
た
。
こ
の
自
立
性
を
支
え
た
も
の
は
何
か
。
大
国
間
の
は
ざ
ま
に
位
置
す

る
ス
テ
ッ
プ
辺
境
の
勢
力
均
衡
の
場
と
し
て
の
あ
り
よ
う
、
こ
れ
で
あ
る
。
し
か
し
、
一
八
世
紀
の
後
半
に
い
た
り
ス
テ
ッ
プ
辺
境
が
消
滅
す

る
と
と
も
に
、
こ
れ
ら
群
小
勢
力
も
近
隣
の
大
国
に
対
す
る
自
立
性
を
失
っ
て
い
か
ざ
る
を
え
な
い
。
ザ
ポ
ロ
ー
ジ
エ
・
カ
ザ
ー
ク
、
ク
リ
ミ

ヤ
汗
国
の
支
配
領
域
が
、
一
七
七
〇
一
八
○
年
代
、
あ
い
つ
い
で
ロ
シ
ア
帝
国
の
一
地
方
に
転
化
し
て
い
っ
た
の
は
、
そ
の
も
っ
と
も
顕
薯
な

例
で
あ
ろ
う
。

　
本
稿
は
、
一
八
世
紀
ス
テ
ッ
プ
辺
境
に
お
け
る
こ
う
し
た
全
般
的
な
状
況
の
変
化
を
念
頭
に
お
き
な
が
ら
、
こ
の
過
程
の
典
型
と
も
い
う
べ

き
ロ
シ
ア
国
家
の
黒
海
北
岸
へ
の
南
下
、
南
ウ
ク
ラ
イ
ナ
の
植
民
に
つ
い
て
考
察
す
る
こ
と
を
目
的
と
し
て
い
る
。
そ
の
際
、
具
体
的
な
研
究

対
象
と
な
る
べ
き
南
ウ
ク
ラ
イ
ナ
北
部
の
入
植
地
と
そ
の
南
部
に
位
置
し
た
ザ
ポ
ロ
ー
ジ
エ
・
カ
ザ
ー
ク
に
関
し
、
こ
れ
ま
で
の
研
究
に
お
け

る
問
題
点
を
指
摘
し
、
あ
わ
せ
て
筆
者
の
よ
っ
て
た
つ
視
座
を
明
ら
か
に
し
て
お
き
た
い
。

　
ま
ず
、
南
ウ
ク
ラ
イ
ナ
北
部
の
入
植
地
の
研
究
に
つ
い
て
。
該
地
へ
の
入
植
の
歴
史
に
関
し
て
は
、
つ
と
に
，
一
八
三
〇
年
代
、
ス
カ
リ
コ
ー
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フ
ス
キ
ー
に
よ
っ
て
先
鞭
が
つ
け
ら
れ
て
以
来
、
人
口
動
態
、
経
済
開
発
、
入
植
者
の
社
会
的
、
民
族
的
構
成
の
変
化
等
を
中
心
に
多
大
な
研

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
③

究
成
果
が
蓄
積
さ
れ
て
き
た
。
と
り
わ
け
、
ソ
ヴ
ェ
ト
期
の
人
口
史
家
カ
ブ
ザ
ー
ン
に
よ
る
寄
与
は
い
ち
じ
る
し
い
。

　
た
だ
、
従
来
の
南
ウ
ク
ラ
イ
ナ
北
部
入
植
史
の
研
究
に
あ
っ
て
は
、
入
植
地
の
南
に
隣
接
す
る
ザ
ポ
ロ
ー
ジ
エ
・
カ
ザ
ー
ク
と
の
関
係
が
不

分
明
な
ま
ま
残
さ
れ
て
き
た
。
こ
の
点
が
な
ぜ
問
題
に
さ
れ
る
べ
き
か
と
い
え
ば
、
北
部
入
植
地
を
も
含
め
た
南
ウ
ク
ラ
イ
ナ
の
ほ
ぼ
全
域
が
、

も
と
も
と
ヴ
ォ
ー
リ
ノ
ス
チ
と
呼
ば
れ
る
ザ
ポ
ロ
ー
ジ
エ
・
カ
ザ
ー
ク
の
支
配
領
域
で
あ
っ
た
た
め
で
あ
る
。
南
ウ
ク
ラ
イ
ナ
の
北
部
は
、
一

八
世
紀
、
ロ
シ
ア
政
府
に
よ
り
カ
ザ
ー
ク
の
手
か
ら
奪
わ
れ
、
入
植
地
へ
と
姿
を
変
え
て
い
く
。
一
方
、
南
ウ
ク
ラ
イ
ナ
の
南
部
に
は
、
領
域

の
縮
小
を
よ
ぎ
な
く
さ
れ
な
が
ら
も
カ
ザ
ー
ク
が
存
在
し
つ
づ
け
た
。
そ
れ
ゆ
え
、
一
八
世
紀
に
関
し
て
は
、
北
部
入
植
地
と
ザ
ポ
ロ
ー
ジ
エ

・
カ
ザ
ー
ク
を
、
別
々
の
存
在
で
は
あ
る
が
、
同
時
に
南
ウ
ク
ラ
イ
ナ
と
い
う
統
一
体
を
構
成
す
る
も
の
と
と
ら
え
、
そ
の
う
え
で
両
者
の
関

係
を
明
ら
か
に
す
る
と
い
う
視
点
が
あ
っ
て
し
か
る
べ
き
か
と
思
わ
れ
る
。
と
こ
ろ
が
、
従
来
の
入
植
史
研
究
に
お
い
て
は
、
こ
う
し
た
視
点

は
ほ
と
ん
ど
み
あ
た
ら
な
い
。

　
た
と
え
ば
、
ス
カ
リ
コ
ー
フ
ス
キ
ー
で
あ
る
が
、
彼
は
北
部
入
植
地
を
含
む
ノ
ヴ
ォ
ρ
シ
ア
地
方
の
植
民
と
一
八
世
紀
ザ
ポ
ロ
ー
ジ
エ
・
カ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
④

ザ
！
ク
と
を
対
象
と
し
た
研
究
を
、
そ
れ
ぞ
れ
別
個
に
出
し
て
い
る
。
ロ
シ
ア
政
府
の
直
接
の
支
配
下
に
あ
っ
た
入
植
地
と
一
八
世
紀
に
い
た

っ
て
も
、
な
お
か
な
り
の
自
立
性
を
保
っ
た
ザ
ポ
戸
ー
ジ
エ
・
カ
ザ
ー
ク
と
の
差
異
は
あ
ま
り
に
大
き
い
、
お
の
お
の
独
立
し
た
研
究
対
象
と

せ
ざ
る
を
え
な
い
、
と
い
う
わ
け
で
あ
る
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑤

　
こ
う
し
た
い
わ
ば
「
分
離
主
義
」
の
対
極
に
位
置
づ
け
ら
れ
る
の
が
、
カ
ブ
ザ
ー
ン
の
研
究
で
あ
る
。
そ
こ
で
は
、
ザ
ポ
ロ
ー
ジ
エ
を
も
含

め
た
黒
海
北
岸
地
域
が
対
象
と
さ
れ
る
が
、
そ
れ
は
北
部
入
植
地
と
ザ
ポ
ロ
ー
ジ
エ
・
カ
ザ
ー
ク
と
の
社
会
構
造
、
行
政
上
の
立
場
等
の
差
異

を
捨
象
し
た
う
え
で
、
人
口
数
の
変
動
の
み
を
追
う
こ
と
に
よ
っ
て
可
能
と
な
っ
て
い
る
。
人
口
史
の
立
場
か
ら
い
え
ぼ
、
そ
れ
で
も
か
ま
わ

な
い
の
か
も
し
れ
な
い
が
、
い
さ
さ
か
こ
と
を
単
純
化
し
す
ぎ
て
い
る
、
と
い
わ
ざ
る
を
え
な
い
。

　
つ
ま
る
と
こ
ろ
、
こ
れ
ま
で
の
南
ウ
ク
ラ
イ
ナ
北
部
入
植
史
の
研
究
で
は
、
入
植
地
と
ザ
ポ
ロ
ー
ジ
エ
・
カ
ザ
ー
ク
と
の
差
異
が
過
大
視
さ
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れ
る
か
無
視
さ
れ
る
か
の
極
端
に
は
し
る
傾
向
が
あ
っ
た
。
い
ず
れ
に
せ
よ
、
両
者
を
関
係
づ
け
て
と
ら
え
る
と
い
う
視
点
で
は
な
い
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑥

　
つ
ぎ
に
、
ザ
ポ
偉
ー
ジ
エ
・
カ
ザ
ー
ク
に
関
す
る
研
究
史
に
目
を
転
じ
て
み
よ
う
。
帝
政
期
よ
り
ソ
ヴ
ェ
ト
期
に
か
け
て
進
め
ら
れ
た
ザ
ポ

ロ
ー
ジ
エ
・
カ
ザ
ー
ク
史
研
究
の
核
を
一
言
で
あ
ら
わ
せ
ば
、
ど
う
な
る
か
。
そ
れ
は
「
カ
ザ
ー
ク
の
自
由
」
を
め
ぐ
る
議
論
に
収
敏
さ
せ
ら

れ
る
で
あ
ろ
う
。
つ
ま
び
ら
か
に
い
え
ぼ
、
帝
政
期
に
は
、
ツ
ァ
リ
ー
ズ
ム
の
専
制
原
理
に
対
す
る
民
会
的
原
理
の
具
現
と
し
て
の
カ
ザ
ー
ク

の
自
由
、
大
ロ
シ
ア
の
併
合
主
義
に
抗
す
る
小
ロ
シ
ア
（
ウ
ク
ラ
イ
ナ
）
の
自
立
性
の
最
後
の
拠
り
所
と
し
て
の
ザ
ポ
ロ
ー
ジ
エ
の
自
由
が
論

議
さ
れ
た
。
こ
れ
に
対
し
、
ソ
ヴ
ェ
ト
期
に
は
い
る
と
、
階
級
闘
争
史
観
の
立
場
よ
り
、
農
奴
制
に
代
表
さ
れ
る
封
建
的
抑
圧
に
対
す
る
民
衆

的
抗
議
形
態
の
一
環
と
し
て
の
カ
ザ
ー
ク
の
自
由
が
と
り
ざ
た
さ
れ
る
。

　
た
だ
、
い
ず
れ
の
立
場
に
せ
よ
、
一
八
世
紀
が
ザ
ポ
ロ
ー
ジ
エ
・
カ
ザ
ー
ク
の
自
由
の
最
後
の
輝
き
の
時
期
で
あ
っ
た
、
と
い
う
点
で
研
究

者
の
見
解
は
一
致
す
る
。
さ
ら
に
、
カ
ザ
ー
ク
の
土
地
を
蚕
食
し
な
が
ら
拡
大
さ
れ
た
北
部
入
植
地
こ
そ
が
、
カ
ザ
ー
ク
の
自
由
に
対
す
る
窟

シ
ア
政
府
の
侵
害
の
先
陣
と
な
っ
た
、
と
い
う
点
に
つ
い
て
も
。
つ
ま
り
、
従
来
の
ザ
ポ
ロ
ー
ジ
エ
・
カ
ザ
ー
ク
史
研
究
に
お
い
て
は
、
北
部

入
植
地
は
、
も
っ
ぱ
ら
カ
ザ
ー
ク
の
自
由
に
対
す
る
敵
役
と
い
う
役
ま
わ
り
を
あ
て
が
わ
れ
て
き
た
わ
け
で
あ
る
。

　
一
八
世
紀
、
南
ウ
ク
ラ
イ
ナ
北
部
の
入
植
地
と
南
部
の
ザ
ポ
ロ
ー
ジ
エ
・
カ
ザ
ー
ク
が
、
土
地
を
め
ぐ
っ
て
相
反
す
る
利
害
関
係
に
あ
っ
た

の
は
事
実
で
あ
る
。
と
は
い
え
、
南
ウ
ク
ラ
イ
ナ
の
南
北
の
敵
対
ぽ
か
り
を
い
い
た
て
て
、
そ
れ
で
よ
し
と
す
る
態
度
は
、
は
た
し
て
正
鵠
を

射
た
も
の
と
い
え
る
で
あ
ろ
う
か
。

　
結
局
、
北
部
入
植
地
と
ザ
ポ
ロ
ー
ジ
エ
・
カ
ザ
ー
ク
の
い
ず
れ
に
つ
い
て
の
研
究
史
に
お
い
て
も
、
両
者
の
関
係
は
、
南
ウ
ク
ラ
イ
ナ
と
い

う
ひ
と
つ
の
場
を
構
成
す
る
要
素
間
の
関
係
と
し
て
は
と
ら
え
ら
れ
て
こ
な
か
っ
た
。
北
部
入
植
地
と
ザ
ポ
ロ
ー
ジ
エ
・
カ
ザ
ー
ク
の
差
異
、

敵
対
を
指
摘
す
る
こ
と
自
体
は
、
誤
り
で
は
な
い
。
し
か
し
、
そ
の
差
異
、
敵
対
を
認
め
た
う
え
で
、
な
お
、
両
者
を
南
ウ
ク
ラ
イ
ナ
の
中
で

一
種
の
役
割
分
担
な
い
し
相
互
補
完
の
関
係
に
あ
っ
た
も
の
同
士
と
し
て
と
ら
え
れ
ば
、
事
態
は
ど
う
理
解
さ
れ
う
る
か
。
本
稿
に
お
い
て
筆

者
が
試
み
た
の
は
、
こ
う
し
た
視
座
の
導
入
に
よ
っ
て
南
ウ
ク
ラ
イ
ナ
史
研
究
に
あ
ら
た
な
光
を
あ
て
な
お
す
と
い
う
こ
と
に
他
な
ら
な
い
。
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以
下
、
こ
の
問
題
提
起
に
答
え
る
べ
く
、
ま
ず
、
一
八
世
紀
に
お
け
る
南
ウ
ク
ラ
イ
ナ
北
部
へ
の
入
植
の
進
展
と
ザ
ポ
ロ
ー
ジ
エ

ク
の
対
ロ
シ
ア
政
府
関
係
に
つ
い
て
概
観
し
、
そ
の
後
入
植
地
と
カ
ザ
ー
ク
の
関
係
の
把
握
に
つ
と
め
る
と
し
よ
う
。

①
　
≦
讐
謎
目
零
冨
。
翼
。
芦
弾
ミ
愚
馳
、
賜
9
旧
態
馬
笥
、
§
織
塁
賦
8
虹
馳
0
9
』

　
い
ミ
亀
ミ
肉
叢
ミ
ミ
純
』
§
ミ
ミ
恥
達
§
艶
ミ
§
“
「
一
り
忠
㌧
℃
や
一
◎
。
卜
。
も
b
。
一
・

②
　
本
稿
で
考
察
の
対
象
と
な
っ
て
い
る
黒
海
北
岸
地
方
の
名
称
に
つ
い
て
は
、
A

　
北
方
の
左
岸
、
右
岸
ウ
ク
ラ
イ
ナ
と
対
を
な
す
ウ
ク
ラ
イ
ナ
の
一
部
と
し
て
の
南

　
ウ
ク
ラ
イ
ナ
、
B
　
一
八
世
紀
に
あ
ら
た
に
ロ
シ
ア
帝
国
の
辺
境
と
し
て
組
み
込

　
ま
れ
た
ノ
ヴ
ォ
ロ
シ
ァ
　
（
新
ロ
シ
ア
）
、
　
C
　
ザ
ポ
ロ
ー
ジ
エ
・
カ
ザ
ー
ク
の
伝

　
統
的
な
支
配
領
域
た
る
ヴ
ォ
ー
リ
ノ
ス
チ
、
と
三
様
の
言
い
方
が
可
能
で
あ
る
。

　
本
稿
に
お
い
て
は
一
八
世
紀
に
限
ら
ず
、
そ
の
前
後
の
時
代
に
も
適
用
で
き
る
と

　
い
う
理
由
か
ら
南
ウ
ク
ラ
イ
ナ
の
語
を
主
に
用
い
る
が
、
他
の
名
称
に
つ
い
て
も

　
適
宜
、
使
っ
て
い
く
と
し
た
い
。

③
南
ウ
ク
ラ
イ
ナ
植
民
に
関
す
る
研
究
史
に
つ
い
て
は
、
じ
」
・
茎
蚕
α
嵩
窪
・
ω
㌣

　
。
雪
窪
｝
お
エ
。
じ
。
8
0
g
霞
（
野
。
↓
o
誓
【
δ
2
舘
自
δ
跡
＝
×
o
勺
8
甲
圏
2
8
邸
蔓
α
昌
謹
ε

・
カ
ザ
ー

　
じ
。
翼
く
目
H
－
器
窃
。
詠
8
き
田
［
器
メ
H
写
し
。
o
口
臼
（
一
“
一
〇
ー
ド
Q
Q
α
o
Q
　
、
弓
■
）
．
3
一
㊤
蕊
（
以

　
下
ω
9
①
三
三
㊦
と
略
γ
ρ
守
b
。
膳
参
照
。
な
お
、
特
に
重
要
な
研
究
と
し
て
は
、

　
次
章
註
①
②
③
④
。

④
》
．
鋭
Ω
8
き
隅
く
8
。
【
（
銭
岬
．
×
℃
9
【
o
お
ヨ
．
5
〔
同
8
。
a
8
℃
窪
刷
お
讐
∩
8
慧
【
［
エ
。
し
・
？

　
勺
0
8
蚤
。
同
8
8
壱
銘
」
嵩
ω
O
呉
。
。
b
。
G
。
㌔
‘
」
占
H
●
O
h
⑦
o
B
㌧
目
Q
。
。
。
①
占
。
。
ω
G
。
旧
O
＝
》
開
n
ρ

　
畿
窪
。
勺
三
訂
8
0
降
O
雲
鳳
＝
【
自
8
2
①
誉
⑦
3
同
8
資
舞
ω
ロ
ロ
8
8
§
3
叶
い
・
肖
．
H
占
圏
囲
●

　
○
油
①
8
斜
一
Q
。
Q
。
0
（
器
楽
≡
お
肩
や
雪
『
⑦
y

⑤
　
甲
ヨ
」
〈
o
畠
ω
畏
．
ω
”
8
莞
M
忌
ω
．

⑥
一
八
世
紀
の
ザ
ポ
ロ
ー
ジ
エ
・
カ
ザ
ー
ク
に
関
す
る
研
究
に
つ
い
て
は
、
し
口
．
O
・

　
「
鶏
a
置
ぴ
匿
噛
岬
・
ω
呂
8
冨
ぴ
皆
Ω
‘
切
。
∩
崔
臣
圃
露
。
【
幽
爲
0
8
凶
畠
着
艶
蕗
（
H
お
劇

　
ー
ミ
誤
）
」
め
お
①
一
（
以
下
ω
豊
野
回
ω
ぴ
否
と
略
）
り
ρ
？
課
参
照
。
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｝
　
南
ウ
ク
ラ
イ
ナ
の
植
民

　
黒
海
の
北
岸
、
ク
リ
ミ
ヤ
半
島
の
北
方
に
は
広
大
な
南
ウ
ク
ラ
イ
ナ
の
平
原
が
ひ
ろ
が
る
。
一
八
世
紀
、
こ
こ
は
ノ
ヴ
ォ
ロ
シ
ア
の
名
で
呼

ば
れ
る
ロ
シ
ア
帝
国
の
辺
境
地
域
と
な
っ
た
。
北
方
で
左
岸
（
1
ー
ド
ニ
エ
プ
ル
河
東
岸
）
ウ
ク
ラ
イ
ナ
、
北
東
で
ス
ロ
ボ
ト
ス
カ
ヤ
・
ウ
ク
ラ

イ
ナ
、
東
方
で
ド
ン
・
カ
ザ
ー
ク
領
等
、
ロ
シ
ア
領
に
連
な
っ
て
い
た
南
ウ
ク
ラ
イ
ナ
は
、
そ
の
一
方
、
北
西
で
ポ
ー
ラ
ン
ド
領
右
岸
（
1
ー
ド

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一
1
7
ー
レ
ふ

囁一

G
プ
ル
河
西
岸
）
ウ
ク
ラ
イ
ナ
、
南
方
で
ク
リ
ミ
ヤ
汗
国
、
ノ
ガ
イ
・
タ
タ
ー
ル
の
遊
牧
地
、
南
西
で
ナ
ス
マ
ン
ー
ト
ル
コ
領
に
接
し
て
い

た
。
文
字
通
り
、
窟
シ
ア
帝
国
の
西
南
に
突
き
出
た
前
哨
と
い
う
べ
き
位
置
に
あ
っ
た
わ
け
で
あ
る
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
①
　
　
　
　
　
　
　
②

　
南
ウ
ク
ラ
イ
ナ
の
開
発
、
植
民
に
つ
い
て
は
、
帝
政
期
よ
り
ス
カ
リ
コ
ー
フ
ス
キ
ー
、
バ
ガ
レ
ー
イ
を
代
表
的
研
究
者
と
し
て
、
ソ
ヴ
ェ
ト
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③
　
　
　
　
　
　
　
　
④

期
に
は
い
っ
て
か
ら
も
、
ポ
偉
ー
ン
ス
カ
や
腫
ヴ
ァ
シ
レ
ー
ン
コ
　
（
ボ
ロ
ン
シ
カ
湘
ヴ
ァ
シ
レ
ン
コ
）
、
カ
ブ
ザ
ー
ソ
ら
に
よ
っ
て
研
究
が
進

め
ら
れ
て
き
た
。
こ
の
研
究
史
の
上
で
帝
政
期
の
研
究
と
ソ
ヴ
ェ
ト
期
の
そ
れ
と
を
分
か
つ
メ
ル
ク
マ
ー
ル
を
い
く
つ
か
あ
げ
る
な
ら
ば
、
ま

ず
第
一
に
外
国
人
移
住
者
の
意
義
を
め
ぐ
る
評
価
の
相
違
が
あ
ろ
う
。
帝
政
期
に
は
、
セ
ル
ビ
ア
人
、
モ
ル
ダ
ヴ
ィ
ア
人
等
の
外
国
人
移
住
者

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑤

が
南
ウ
ク
ラ
イ
ナ
入
植
史
上
は
た
し
た
役
割
に
対
し
「
不
当
に
大
き
な
注
意
」
が
向
け
ら
れ
て
き
た
。
こ
れ
に
対
し
、
ソ
ヴ
ェ
ト
期
の
研
究
で

は
、
ウ
ク
ラ
イ
ナ
人
、
ロ
シ
ア
人
の
国
内
移
住
が
、
入
植
の
主
力
と
し
て
前
景
に
あ
ら
わ
れ
て
く
る
。

　
植
民
史
研
究
の
基
礎
と
な
る
べ
き
人
口
統
計
の
数
値
に
つ
い
て
も
、
帝
政
期
の
研
究
が
不
十
分
で
あ
る
旨
、
ソ
ヴ
ェ
ト
期
の
研
究
者
の
側
か

ら
指
摘
さ
れ
て
い
る
。
カ
ブ
ザ
ー
ン
に
よ
れ
ば
、
ス
カ
リ
コ
ー
フ
ス
キ
！
が
あ
げ
た
ノ
ヴ
ォ
ロ
シ
ア
の
人
口
統
計
の
数
値
の
う
ち
、
一
七
八
二

年
以
前
に
関
す
る
も
の
は
・
は
な
は
だ
不
完
全
で
あ
る
と
い
ゆ
そ
の
原
因
と
し
て
・
ま
ず
合
調
査
資
料
の
不
備
が
あ
げ
ら
れ
て
い
る
』

七
一
九
年
か
ら
は
じ
ま
る
人
口
調
査
の
記
録
を
利
用
で
き
る
他
地
域
と
は
異
な
り
、
ノ
ヴ
ォ
ロ
シ
ア
に
あ
っ
て
は
一
七
八
○
年
代
に
は
い
っ
て

よ
う
や
く
全
住
民
を
対
象
と
す
る
人
口
調
査
が
お
こ
な
わ
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
。
ま
た
、
ノ
ヴ
ォ
ロ
シ
ア
は
、
数
次
に
わ
た
る
ロ
シ
ア
”
ト
ル

コ
戦
争
の
結
果
、
漸
次
（
一
七
三
九
、
七
四
、
九
一
、
一
八
一
二
年
）
ロ
シ
ア
領
に
編
入
さ
れ
た
地
域
で
あ
る
。
ロ
シ
ア
国
内
の
行
政
区
画
と
し
て

も
数
度
の
変
遷
を
経
、
長
く
地
理
的
範
囲
が
一
定
し
な
か
っ
た
。
こ
れ
も
、
か
の
地
の
人
口
数
の
推
計
を
困
難
に
し
て
き
た
背
景
と
し
て
み
の

が
せ
な
い
。

　
く
わ
え
て
、
一
八
世
紀
の
南
ウ
ク
ラ
イ
ナ
が
明
瞭
に
異
な
る
二
つ
の
地
域
－
北
部
入
植
地
と
南
部
の
ザ
ポ
採
ー
ジ
エ
・
カ
ザ
ー
ク
領
1

か
ら
成
り
立
っ
て
い
た
こ
と
も
、
植
民
史
研
究
の
事
情
を
複
雑
な
も
の
に
し
て
き
た
。
南
ウ
ク
ラ
イ
ナ
は
、
元
来
ヴ
ォ
ー
リ
ノ
ス
チ
と
呼
ば
れ

る
ザ
ポ
胃
i
ジ
エ
・
カ
ザ
ー
ク
の
支
配
領
域
で
あ
っ
た
。
し
か
し
、
北
方
戦
争
の
さ
な
か
、
カ
ザ
！
ク
が
マ
ゼ
ー
パ
の
対
ロ
シ
ア
反
乱
に
加
担

し
た
こ
と
か
ら
、
こ
の
地
域
の
歴
史
は
大
き
な
転
換
点
を
迎
え
る
。
ザ
ポ
ロ
ー
ジ
エ
・
カ
ザ
ー
ク
は
、
一
七
〇
九
年
、
本
拠
地
で
あ
る
セ
ー
チ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑦

を
ロ
シ
ア
軍
に
破
壊
さ
れ
、
ト
ル
コ
の
属
国
で
あ
る
ク
リ
ミ
ヤ
里
国
の
領
内
に
移
り
住
む
は
め
と
な
っ
た
。
さ
ら
に
、
こ
れ
を
追
う
よ
う
に
、

一
七
一
一
年
の
ピ
ョ
ー
ト
ル
一
世
の
対
ト
ル
コ
遠
征
の
失
敗
に
際
し
て
結
ば
れ
た
プ
ル
ー
ト
条
約
に
よ
り
、
ヴ
ォ
ー
リ
ノ
ス
チ
も
ト
ル
コ
領
に
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編
入
さ
れ
る
こ
と
と
な
る
。
ロ
シ
ア
領
南
ウ
ク
ラ
イ
ナ
の
消
滅
で
あ
る
。
こ
の
よ
う
な
事
態
が
二
〇
年
あ
ま
り
つ
づ
い
た
後
の
一
七
三
四
年
、

ザ
ポ
ロ
ー
ジ
エ
・
カ
ザ
ー
ク
は
、
揖
シ
ア
の
支
配
下
へ
と
復
帰
し
た
。
ま
た
、
ヴ
ォ
ー
リ
ノ
ス
チ
も
一
七
三
五
一
三
九
年
の
ロ
シ
ア
ー
－
ト
ル
コ

戦
争
の
結
果
、
戸
シ
ア
に
返
還
さ
れ
る
（
ベ
ル
グ
ラ
ー
ド
条
約
）
。

　
一
八
世
紀
の
ヴ
ォ
ー
リ
ノ
ス
チ
は
、
か
く
し
て
い
っ
た
ん
は
カ
ザ
ー
ク
と
と
も
に
ロ
シ
ア
の
手
か
ら
離
れ
、
再
び
戻
る
と
い
う
複
雑
な
軌
跡

を
た
ど
っ
た
。
こ
の
ヴ
ォ
ー
リ
ノ
ス
チ
の
北
部
を
い
わ
ば
カ
ザ
ー
ク
の
手
か
ら
奪
い
と
る
か
た
ち
で
進
め
ら
れ
た
の
が
、
南
ウ
ク
ラ
イ
ナ
の
植

民
で
あ
る
。
以
下
、
植
民
史
の
概
要
を
、
そ
の
性
格
の
変
化
に
も
と
づ
き
、
〇
　
一
七
三
一
－
五
一
年
、
⇔
　
一
七
五
一
一
六
四
年
、
⇔
　
一

七
六
四
一
七
五
年
の
三
期
に
大
別
し
た
上
で
述
べ
て
い
こ
う
。

　
e
　
ヴ
ォ
ー
リ
ノ
ス
チ
北
部
へ
の
入
植
は
、
す
で
に
一
七
世
紀
の
宋
よ
り
み
ら
れ
る
。
た
だ
、
一
七
二
〇
年
代
の
終
り
ご
ろ
ま
で
は
、
植
民

の
流
れ
は
、
ま
だ
大
し
た
も
の
で
は
な
い
。
入
植
が
本
格
化
す
る
の
は
、
よ
う
よ
う
一
七
三
四
年
の
ザ
ポ
ロ
ー
ジ
エ
・
カ
ザ
ー
ク
の
ク
リ
ミ
ヤ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑧

諸
国
か
ら
の
帰
還
の
前
後
か
ら
で
あ
る
。
そ
の
先
駆
け
と
も
い
う
べ
き
が
、
ド
ニ
エ
プ
ル
河
の
左
岸
（
東
岸
）
、
ヴ
ォ
ー
リ
ノ
ス
チ
の
北
東
部

に
一
七
三
一
年
か
ら
は
じ
ま
っ
た
ウ
ク
ラ
イ
ナ
・
ラ
イ
ン
（
要
塞
線
）
の
建
設
で
あ
る
。
ウ
ク
ラ
イ
ナ
・
ラ
イ
ン
は
、
対
ト
ル
コ
謄
ク
リ
ミ
ヤ

汗
国
用
の
防
壁
と
し
て
、
北
ド
ネ
ッ
河
か
ら
ド
ニ
エ
プ
ル
河
に
か
け
、
オ
リ
ョ
ー
ル
河
沿
い
に
設
け
ら
れ
、
全
長
は
二
六
九
ヴ
ェ
ル
ス
タ
（
二

八
七
キ
ロ
メ
ー
ト
ル
）
に
も
お
よ
ぶ
。
こ
の
長
大
な
ラ
イ
ン
地
域
の
守
り
に
就
く
べ
く
、
近
隣
諸
県
か
ら
呼
び
集
め
ら
れ
た
郷
士
（
ナ
ド
ノ
ド

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑨

ヴ
ォ
ー
レ
ツ
）
が
入
植
し
た
。
そ
の
数
は
、
一
七
四
〇
年
に
は
六
一
六
七
名
（
男
子
）
に
達
す
。
さ
ら
に
、
四
五
年
に
は
郷
士
一
万
一
八
〇
一

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑩

名
に
、
そ
の
他
の
国
有
地
農
民
六
四
三
名
を
加
え
、
計
一
万
二
四
四
四
名
（
男
子
）
を
数
え
る
ま
で
に
な
る
。

　
一
方
、
ド
ニ
エ
プ
ル
河
右
岸
（
西
岸
）
の
「
ザ
ド
ニ
エ
プ
ル
の
地
」
（
ザ
ド
ネ
ー
プ
ル
ス
キ
ー
・
メ
ス
タ
ー
）
と
呼
ば
れ
た
地
域
へ
の
入
植

も
進
め
ら
れ
て
い
く
。
ヴ
ォ
ー
リ
ノ
ス
チ
北
西
部
に
あ
た
る
こ
の
地
域
へ
の
入
植
は
、
す
で
に
一
八
世
紀
初
頭
よ
り
は
じ
ま
っ
て
お
り
、
ザ
ポ

ロ
ー
ジ
エ
・
カ
ザ
ー
ク
の
亡
命
中
も
、
ポ
ル
タ
ヴ
ァ
、
ミ
ー
ル
ゴ
ロ
ド
両
連
隊
区
（
ポ
ル
ク
）
の
出
身
者
を
中
心
に
、
ロ
シ
ア
領
左
岸
ウ
ク
ラ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑪

イ
ナ
か
ら
の
移
住
者
の
波
が
と
だ
え
な
か
っ
た
。
そ
の
結
果
、
一
七
三
五
一
三
九
年
の
ロ
シ
ア
ー
ト
ル
コ
戦
争
の
前
ま
で
に
、
約
二
〇
〇
〇
名

96　（900）
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（
男
子
）
の
カ
ザ
ー
ク
、
農
民
が
住
み
つ
い
て
い
た
。
戦
争
の
間
、
住
民
は
一
時
、
左
岸
ウ
ク
ラ
イ
ナ
に
避
難
し
た
が
、
戦
後
、
再
び
入
植
が

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑫

進
み
、
一
七
四
五
年
に
は
カ
ザ
ー
ク
約
四
八
○
○
名
、
農
民
約
四
九
〇
〇
名
の
計
九
七
〇
〇
名
（
男
予
）
を
数
え
る
に
い
た
る
。
入
植
の
主
体

と
な
っ
た
の
は
、
先
に
あ
げ
た
両
連
隊
区
の
出
身
者
を
は
じ
め
と
す
る
ウ
ク
ラ
イ
ナ
人
で
あ
る
。
ま
た
、
か
の
地
の
社
会
構
成
の
特
徴
と
し
て
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑬

六
〇
年
代
な
か
ば
ま
で
農
奴
が
存
在
し
な
か
っ
た
こ
と
を
指
摘
し
て
お
き
た
い
。

　
⇔
　
一
七
五
一
一
六
四
年
は
、
南
ウ
ク
ラ
イ
ナ
史
上
、
い
わ
ゆ
る
「
セ
ル
ビ
ア
人
入
植
の
時
代
」
と
し
て
知
ら
れ
る
。
呼
び
名
の
由
来
と
な

っ
た
の
は
、
オ
ー
ス
ト
リ
ア
か
ら
の
セ
ル
ビ
ア
人
の
集
団
移
住
で
あ
る
。
オ
ー
ス
ト
リ
ア
領
南
ハ
ン
ガ
リ
ー
に
は
、
一
七
世
紀
の
末
葉
よ
り
、

ト
ル
コ
領
か
ら
の
が
れ
て
き
た
セ
ル
ビ
ア
人
が
住
み
つ
い
て
い
た
。
彼
ら
は
、
か
の
地
で
ハ
プ
ス
ブ
ル
ク
皇
帝
直
属
の
辺
境
防
衛
用
軍
事
コ
ロ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑭

ニ
ー
を
形
成
し
た
が
、
マ
リ
ア
・
テ
レ
ジ
ア
の
治
世
下
の
一
七
四
〇
年
代
、
ハ
ン
ガ
リ
ー
貴
族
の
支
配
下
に
移
さ
れ
る
こ
と
と
な
る
。
そ
の
際
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑮

こ
れ
を
嫌
っ
た
一
部
の
も
の
が
、
ロ
シ
ア
の
ツ
ァ
ー
リ
に
臣
従
を
願
い
出
た
。
こ
の
願
い
を
受
け
入
れ
た
ロ
シ
ア
政
府
は
、
南
ウ
ク
ラ
イ
ナ
北

西
部
の
「
ザ
ド
ニ
エ
プ
ル
の
地
」
に
ノ
ー
ヴ
ァ
ヤ
ー
セ
ル
ビ
ア
　
（
一
七
五
一
年
設
立
）
、
北
東
部
の
ウ
ク
ラ
イ
ナ
・
ラ
イ
ン
の
南
に
ス
ラ
ヴ
ャ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑯

ノ
ー
セ
ル
ビ
ア
（
一
七
五
三
年
設
立
）
と
名
づ
け
た
入
植
地
を
設
け
、
上
述
の
セ
ル
ビ
ア
人
を
は
じ
め
と
す
る
外
国
出
身
の
（
ー
ロ
シ
ア
人
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑰

ウ
ク
ラ
イ
ナ
人
以
外
の
）
ギ
リ
シ
ア
正
教
徒
ス
ラ
ブ
人
を
移
住
さ
せ
た
。

　
と
同
時
に
、
そ
れ
以
前
に
「
ザ
ド
ニ
エ
プ
ル
の
地
」
に
移
り
住
ん
で
い
た
ウ
ク
ラ
イ
ナ
人
に
は
、
外
国
人
入
植
者
に
土
地
を
譲
る
べ
く
元
の

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑱

居
住
地
へ
立
ち
退
く
よ
う
に
と
の
命
が
出
る
。
と
こ
ろ
が
、
こ
の
措
置
に
反
発
し
た
ウ
ク
ラ
イ
ナ
人
の
ポ
ー
ラ
ン
ド
、
ザ
ポ
ロ
ー
ジ
エ
へ
の
逃

亡
が
あ
い
つ
い
だ
た
め
、
政
府
は
、
こ
れ
に
歯
止
め
を
か
け
る
べ
く
ウ
ク
ラ
イ
ナ
通
用
の
代
替
入
植
地
の
設
立
を
は
か
っ
た
。
一
七
五
四
年
、

ノ
ー
ヴ
ァ
や
H
セ
ル
ビ
ア
の
南
方
さ
ら
に
二
〇
ヴ
ェ
ル
ス
タ
（
二
一
・
三
キ
ロ
メ
ー
ト
ル
）
に
わ
た
っ
て
設
け
ら
れ
た
ノ
ヴ
ォ
ス
ロ
ボ
ト
ス
キ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑲

i
．
カ
ザ
ー
ク
連
隊
区
が
、
そ
れ
で
あ
る
。
こ
う
し
て
成
立
し
た
三
つ
の
入
植
地
は
、
ロ
シ
ア
帝
国
一
般
の
地
方
行
政
組
織
に
組
み
込
ま
れ
る

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑭

こ
と
な
く
、
特
殊
な
軍
管
区
と
し
て
元
老
院
、
陸
軍
省
の
直
接
の
管
轄
下
に
お
か
れ
た
。

　
以
下
、
各
々
の
入
植
地
に
つ
い
て
植
民
の
過
程
を
あ
と
づ
け
て
い
く
と
、
ま
ず
、
ノ
ー
ヴ
ァ
ヤ
ー
セ
ル
ビ
ア
で
は
一
七
五
四
年
よ
り
外
国
か
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ら
の
移
住
が
本
格
化
す
る
。
一
七
五
四
年
十
二
月
に
三
九
一
九
（
う
ち
男
子
二
二
二
五
）
名
を
数
え
た
ノ
ー
ヴ
ァ
ヤ
ー
セ
ル
ピ
ア
の
人
口
は
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑳

五
七
年
は
じ
め
に
五
四
八
二
（
同
工
〇
八
九
）
名
、
六
一
年
一
万
一
一
七
九
（
同
六
三
〇
五
）
名
と
増
大
し
て
い
く
。
そ
の
際
、
注
目
さ
る
べ

き
は
、
外
国
人
入
植
者
中
、
セ
ル
ビ
ア
人
の
占
め
た
割
合
の
低
さ
で
あ
る
。
た
と
え
ば
、
一
七
五
四
年
十
二
月
の
男
子
人
口
二
二
二
五
名
中
の

圧
倒
的
多
数
は
、
】
六
七
六
名
（
七
五
・
三
パ
ー
セ
ン
ト
）
を
数
え
た
ヴ
ァ
ラ
キ
ア
人
に
よ
っ
て
占
め
ら
れ
て
お
り
、
セ
ル
ビ
ア
人
の
数
は
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑫

わ
ず
か
二
五
七
名
（
一
一
・
六
パ
ー
セ
ン
ト
）
に
す
ぎ
な
い
。
こ
れ
は
、
ト
ル
コ
を
刺
激
す
る
の
を
恐
れ
る
オ
ー
ス
ト
リ
ア
政
府
の
セ
ル
ビ
ア

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
㊥

人
引
き
止
め
策
に
よ
る
も
の
で
あ
っ
た
。
そ
の
結
果
、
ノ
ー
ヴ
ァ
ヤ
ー
セ
ル
ビ
ア
は
、
セ
ル
ビ
ア
人
の
申
し
出
に
よ
り
で
き
た
ヴ
ァ
ラ
キ
ア
人

の
入
植
地
と
い
う
体
を
示
す
。

　
旧
「
ザ
ド
ニ
エ
プ
ル
の
地
」
ー
ノ
ー
ヴ
ァ
ヤ
ー
セ
ル
ビ
ア
へ
の
外
国
人
の
流
入
と
並
行
し
、
そ
の
南
方
に
か
の
地
を
追
わ
れ
た
ウ
ク
ラ
イ
ナ

人
の
受
け
入
れ
先
と
し
て
設
け
ら
れ
た
ノ
ヴ
ォ
ス
ロ
ボ
ト
ス
キ
ー
・
カ
ザ
！
ク
連
隊
区
に
お
い
て
も
、
人
口
の
増
加
は
め
ざ
ま
し
い
。
一
七
五

四
年
十
一
月
に
七
六
七
一
名
で
あ
っ
た
同
地
の
男
子
人
口
は
、
五
七
年
一
月
一
万
＝
〇
吉
名
、
五
九
年
一
月
一
，
万
四
二
二
〇
名
、
六
三
年
一

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑳

月
に
は
一
万
九
六
四
五
名
を
数
え
る
ま
で
に
な
る
。

　
つ
ぎ
に
、
南
ウ
ク
ラ
イ
ナ
北
東
部
に
外
国
人
向
け
入
植
地
と
し
て
設
け
ら
れ
た
ス
ラ
ヴ
ャ
ノ
ー
セ
ル
ビ
ア
に
目
を
移
す
と
、
こ
こ
で
も
一
七

五
五
年
な
か
ば
に
わ
ず
か
一
一
〇
一
名
で
あ
っ
た
男
子
人
口
が
、
六
三
年
に
は
一
万
七
六
名
と
九
倍
強
の
人
口
増
を
記
録
し
た
。
た
だ
、
ノ
ー

ヴ
ァ
ヤ
ー
セ
ル
ビ
ア
の
禽
舎
と
は
異
な
り
、
ス
ラ
ヴ
ャ
ノ
ー
セ
ル
ビ
ア
の
人
口
増
の
主
因
は
、
外
国
人
入
植
で
は
な
く
、
そ
れ
を
補
う
べ
く
受

け
入
れ
ら
れ
た
ウ
ク
ラ
イ
ナ
人
移
住
者
の
流
入
に
求
め
ら
れ
る
。
一
七
六
三
年
の
男
子
人
口
一
万
七
六
名
の
う
ち
外
国
人
入
植
者
は
、
四
割
弱

の
三
九
九
二
名
に
す
ぎ
な
か
っ
た
（
そ
の
大
半
は
、
ノ
ー
ヴ
ァ
ヤ
ー
セ
ル
ビ
ア
の
場
舎
と
同
じ
く
セ
ル
ビ
ア
人
で
な
く
、
二
六
二
七
名
を
占
め

た
モ
ル
ダ
ヴ
・
ア
人
）
・
残
る
合
の
大
部
分
は
・
ウ
ク
ラ
イ
ナ
人
か
ら
成
ぞ
い
た
の
で
あ
勉

　
新
規
に
設
け
ら
れ
た
三
つ
の
入
植
地
に
お
け
る
人
口
増
と
は
対
照
的
に
、
一
七
三
〇
年
代
よ
り
郷
士
が
住
み
つ
い
て
い
た
ウ
ク
ラ
イ
ナ
・
ラ

イ
ン
地
域
は
、
人
口
の
停
滞
を
特
徴
と
す
る
。
一
七
四
五
年
の
第
二
回
人
口
調
査
時
の
男
子
人
口
一
万
三
＝
九
名
か
ら
六
二
年
の
第
三
至
人
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㊧

口
調
査
時
の
同
一
万
二
六
九
二
名
と
い
う
動
き
が
、
そ
れ
で
あ
る
。
ウ
ク
ラ
イ
ナ
・
ラ
イ
ン
の
人
口
増
を
妨
げ
た
原
因
と
し
て
は
、
一
七
五
二

年
の
凶
作
、
苛
酷
な
負
担
に
耐
え
か
ね
た
郷
±
の
逃
亡
な
ど
を
あ
げ
る
こ
と
が
で
き
る
で
あ
ろ
う
。

　
か
く
し
て
、
い
わ
ゆ
る
「
セ
ル
ビ
ア
人
入
植
の
時
代
」
に
も
南
ウ
ク
ラ
イ
ナ
北
部
の
植
民
は
進
む
。
し
か
し
、
そ
の
呼
び
名
に
も
か
か
わ
ら

ず
、
同
期
の
人
口
増
を
支
え
た
真
の
原
動
力
は
、
ウ
ク
ラ
イ
ナ
人
の
該
地
へ
の
移
住
で
あ
り
、
セ
ル
ビ
ア
人
入
植
の
意
義
は
副
次
的
な
も
の
に

と
ど
ま
っ
た
と
い
わ
ざ
る
を
え
な
い
。
ノ
ー
ヴ
ァ
ヤ
ー
セ
ル
ビ
ア
、
ス
ラ
ヴ
ャ
ノ
闘
セ
ル
ビ
ア
で
進
展
し
た
外
国
人
入
植
に
し
て
も
、
植
民
運

動
の
主
力
は
セ
ル
ビ
ア
人
で
は
な
く
、
モ
ル
ダ
ヴ
ィ
ア
（
ヴ
ァ
ラ
キ
ア
）
人
に
よ
っ
て
担
わ
れ
た
の
で
あ
る
。

　
⇔
　
こ
の
セ
ル
ビ
ア
人
入
植
の
事
実
上
の
失
敗
を
受
け
て
、
ロ
シ
ア
政
府
は
、
南
ウ
ク
ラ
イ
ナ
植
民
の
あ
ら
た
な
展
開
を
め
ざ
し
た
一
連
の

施
策
を
う
ち
だ
す
。
方
針
転
換
の
先
触
れ
と
な
っ
た
の
は
、
一
七
六
三
年
六
月
十
一
日
の
法
令
で
あ
る
。
従
来
、
外
国
人
空
字
の
居
住
区
と
さ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑳

れ
て
い
た
ノ
ー
ヴ
ァ
や
睦
セ
ル
ビ
ア
へ
の
ロ
シ
ア
人
、
ウ
ク
ラ
イ
ナ
人
の
入
植
を
認
め
る
、
と
い
う
の
が
、
そ
の
内
容
で
あ
っ
た
。
セ
ル
ビ
ア

人
入
植
政
策
の
破
産
宣
告
が
、
こ
こ
に
下
さ
れ
た
と
い
え
よ
う
。

　
つ
づ
い
て
政
府
は
、
一
七
六
四
一
六
五
年
に
か
け
て
入
植
地
の
統
合
再
編
成
を
お
し
す
す
め
て
い
く
。
こ
の
間
、
ノ
ー
ヴ
ァ
や
朦
セ
ル
ビ
ア
、

ス
ラ
ヴ
ャ
ノ
ー
セ
ル
ビ
ア
、
ノ
ヴ
ォ
ス
ロ
ボ
ト
ス
キ
ー
・
カ
ザ
ー
ク
連
隊
区
の
三
入
植
地
に
ウ
ク
ラ
イ
ナ
・
ラ
イ
ン
を
加
え
、
さ
ら
に
、
そ
れ

ま
で
ヴ
ォ
戸
ネ
ジ
県
に
含
ま
れ
て
い
た
パ
フ
ム
ー
ト
郷
（
ウ
エ
ー
ス
ト
）
、
左
岸
ウ
ク
ラ
イ
ナ
の
構
成
員
で
あ
っ
た
ボ
ル
タ
ヴ
ァ
、
、
ミ
ー
ル
ゴ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑳

ロ
ド
連
隊
区
の
一
部
な
ど
も
併
せ
、
ノ
ヴ
ォ
ロ
シ
ア
県
が
設
け
ら
れ
た
。
南
ウ
ク
ラ
イ
ナ
北
部
を
統
合
し
た
単
一
の
行
政
単
位
の
誕
生
で
あ
る
。

し
か
し
、
政
治
的
な
統
合
は
、
当
然
の
こ
と
で
は
あ
る
が
、
そ
の
ま
ま
人
口
動
態
の
一
律
化
．
に
つ
な
が
る
も
の
で
は
な
い
。
ノ
ヴ
ォ
ロ
シ
ア
県

に
つ
い
て
も
、
県
内
の
各
地
域
は
、
そ
れ
ぞ
れ
に
異
な
っ
た
人
口
の
動
き
を
示
す
。
以
下
、
こ
れ
を
地
域
別
に
み
て
い
く
と
し
よ
う
。

　
ノ
ヴ
ォ
ロ
シ
ア
県
の
諸
地
域
の
う
ち
、
入
植
が
も
っ
と
も
集
中
的
に
進
ん
だ
の
は
、
同
県
の
西
部
、
か
つ
て
の
ノ
ー
ヴ
ァ
や
罰
セ
ル
ビ
ア
、

ノ
ヴ
ォ
ス
ロ
ボ
ト
ス
キ
ー
・
カ
ザ
ー
ク
連
隊
区
か
ら
な
る
エ
リ
サ
ヴ
ェ
ト
グ
ラ
ー
ト
郡
（
プ
ロ
ヴ
ィ
ー
ン
ツ
イ
ヤ
）
で
あ
る
。
こ
こ
へ
の
入
植

の
原
動
力
は
、
一
七
六
三
年
六
月
十
一
日
の
法
令
に
よ
り
ノ
ー
ヴ
ァ
ヤ
ー
セ
ル
ビ
ア
へ
の
移
住
を
許
さ
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
ロ
シ
ア
人
、
ウ
ク
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ラ
イ
ナ
人
の
流
入
で
あ
っ
た
。
一
七
六
四
－
六
五
年
の
み
で
、
五
二
三
四
名
の
導
シ
ア
人
i
大
半
（
四
九
九
〇
名
）
は
分
離
派
教
徒
－
と

四
一
九
三
名
の
ウ
ク
ラ
イ
ナ
人
が
入
植
し
た
と
い
う
。
こ
れ
に
よ
っ
て
エ
リ
サ
ヴ
ェ
ト
グ
ラ
ー
ト
郡
の
人
口
は
、
一
七
六
四
年
末
の
六
万
一
九

六
（
う
ち
男
子
三
野
二
五
七
一
）
名
、
六
七
年
七
万
三
七
六
一
名
、
七
二
年
は
じ
め
一
〇
万
七
七
二
八
（
同
六
万
二
二
九
九
）
名
と
増
加
し
て

　
⑳

い
く
。

　
そ
の
間
、
民
族
比
に
関
し
て
は
、
同
委
で
は
さ
し
た
る
変
化
は
生
じ
て
い
な
い
。
一
七
六
五
年
と
七
五
年
の
人
口
に
つ
い
て
の
民
族
別
の
内

わ
け
を
比
べ
て
み
て
も
、
ウ
ク
ラ
イ
ナ
人
が
と
も
に
全
体
の
三
分
の
二
（
六
五
年
の
六
五
・
五
パ
ー
セ
ン
ト
か
ら
七
五
年
の
六
四
・
九
パ
ー
セ

ン
ト
）
を
占
め
、
こ
れ
に
モ
ル
ダ
ヴ
ィ
ア
人
（
同
一
五
・
四
…
一
八
・
五
パ
ー
セ
ン
ト
）
、
　
獄
シ
ア
人
（
同
一
二
・
七
一
一
三
・
四
パ
ー
セ
ン

ト
）
が
つ
づ
く
。

　
変
化
が
み
ら
れ
た
の
は
、
社
会
構
成
の
面
、
と
り
わ
け
農
奴
数
の
増
加
に
お
い
て
い
ち
じ
る
し
い
。
そ
れ
ま
で
農
奴
の
存
在
し
な
か
っ
た
か

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑫

の
地
に
、
一
七
六
五
年
よ
り
ウ
ク
ラ
イ
ナ
人
農
奴
の
移
住
が
は
じ
ま
り
、
三
年
後
の
六
八
年
に
は
男
子
寸
心
九
七
〇
名
に
達
す
。
農
奴
数
の
増

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑳

加
は
そ
の
後
も
つ
づ
き
、
七
二
年
に
は
二
更
四
九
八
四
（
う
ち
男
子
一
万
二
六
一
四
）
名
を
数
え
る
ま
で
に
な
る
。
同
期
の
総
人
口
の
ほ
ぼ
四

分
の
一
で
あ
る
。
こ
れ
ら
農
奴
人
口
の
ほ
と
ん
ど
が
、
エ
リ
サ
ヴ
ェ
ト
グ
ラ
…
ト
郡
の
北
部
、
旧
ノ
ー
ヴ
ァ
ヤ
ー
セ
ル
ビ
ア
の
地
に
設
け
ら
れ

た
二
つ
の
連
隊
区
に
住
み
つ
い
た
。
た
と
え
ば
、
一
七
七
二
年
の
農
奴
人
口
の
う
ち
、
実
に
九
二
・
八
パ
ー
セ
ン
ト
（
二
万
三
一
八
六
名
）
が

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑭

北
部
に
集
中
し
た
と
い
う
具
合
に
。

　
移
住
者
の
流
入
を
通
じ
て
人
口
増
を
達
成
し
た
エ
リ
サ
ヴ
ニ
ト
グ
ラ
ー
ト
郡
と
は
異
な
り
、
ノ
ヴ
ォ
ロ
シ
ア
県
東
部
（
1
ー
ド
ニ
エ
プ
ル
河
左

岸
地
方
）
に
お
い
て
は
、
近
隣
の
ロ
シ
ア
領
を
合
併
す
る
か
た
ち
で
人
口
規
模
の
拡
大
が
は
か
ら
れ
た
。
こ
こ
で
は
、
ス
ラ
ヴ
ャ
ノ
ー
セ
ル
ビ

ア
が
廃
さ
れ
た
後
、
二
つ
の
行
政
区
画
が
設
け
ら
れ
た
。
一
つ
は
、
ウ
ク
ラ
イ
ナ
・
ラ
イ
ン
に
左
岸
ウ
ク
ラ
イ
ナ
の
ポ
ル
タ
ヴ
ァ
、
ミ
ー
ル
ゴ

ロ
ド
両
連
隊
区
の
一
部
、
さ
ら
に
ス
ロ
ボ
ト
ス
カ
ヤ
・
ウ
ク
ラ
イ
ナ
の
一
部
を
も
併
せ
て
つ
く
ら
れ
た
エ
カ
テ
リ
ー
ナ
郡
で
あ
る
。
同
郡
は
、

あ
ら
た
に
合
併
さ
れ
た
地
域
の
ウ
ク
ラ
イ
ナ
人
を
加
え
、
一
挙
に
大
人
口
を
か
か
え
る
こ
と
と
な
っ
た
。
一
七
六
四
年
、
左
岸
ウ
ク
ラ
イ
ナ
か

leo　（go4）
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ら
三
万
九
二
一
二
名
、
ス
ロ
ボ
ト
ス
カ
ヤ
・
ウ
ク
ラ
イ
ナ
か
ら
は
五
五
二
六
名
を
得
た
結
果
、
同
工
の
男
子
人
口
は
、
そ
れ
ま
で
の
一
万
三
〇

七
八
名
か
ら
、
い
ち
や
く
五
万
七
八
一
六
名
に
ふ
く
れ
あ
が
る
。
こ
れ
ら
新
加
入
の
ウ
ク
ラ
イ
ナ
人
は
、
ド
ニ
エ
プ
ル
河
、
北
ド
ネ
ッ
河
に
そ

れ
ぞ
れ
沿
っ
て
設
け
ら
れ
た
ド
ニ
エ
プ
ル
槍
騎
兵
連
隊
区
　
（
男
子
二
万
七
五
七
六
名
）
、
ド
ネ
ッ
槍
騎
兵
連
隊
区
（
同
一
万
七
一
六
二
名
）
の

構
成
員
と
な
っ
た
。

　
し
か
し
、
エ
カ
テ
リ
ー
ナ
郡
の
人
口
は
、
爆
発
的
な
拡
大
の
後
、
停
滞
減
少
し
、
一
七
七
二
年
に
は
男
子
数
四
万
六
二
八
三
名
ま
で
落
ち
こ

⑰む
（
六
四
年
と
比
べ
て
一
万
一
五
三
三
名
減
）
。
減
少
傾
向
は
、
六
〇
年
代
記
か
ら
七
〇
年
代
は
じ
め
に
か
け
て
の
ド
ニ
エ
プ
ル
槍
騎
兵
連
隊

区
に
お
い
て
と
り
わ
け
顕
著
で
あ
っ
た
。
六
七
年
に
二
万
六
一
〇
八
名
を
数
え
た
同
区
の
男
子
人
口
は
、
七
二
年
に
は
一
万
七
九
一
二
名
と
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑳

実
に
八
一
九
六
名
、
三
一
・
四
パ
ー
セ
ン
ト
の
人
口
減
を
記
録
し
た
の
で
あ
る
。
こ
の
人
口
減
に
は
、
南
方
の
ザ
ポ
ロ
ー
ジ
エ
・
カ
ザ
ー
ク
の

動
き
が
密
接
な
関
わ
り
を
持
っ
て
い
る
の
で
あ
る
が
、
そ
れ
に
つ
い
て
は
後
述
に
譲
る
と
し
た
い
。

　
エ
カ
テ
リ
ー
ナ
郡
と
な
ら
ぶ
ノ
ヴ
ォ
ロ
シ
ア
県
二
部
の
も
う
一
つ
の
行
政
区
画
は
、
パ
フ
ム
ー
ト
郡
で
あ
る
。
同
郡
は
従
来
ヴ
ォ
ロ
ネ
ジ
県

に
属
し
て
い
た
パ
フ
ム
ー
ト
郷
を
中
核
と
し
、
こ
れ
に
か
つ
て
の
ス
ラ
ヴ
ャ
ノ
“
セ
ル
ビ
ア
の
一
部
か
ら
な
る
パ
フ
ム
ー
ト
連
隊
区
が
併
さ
れ

て
で
き
た
。
パ
フ
ム
…
ト
郡
の
人
口
史
の
特
徴
は
、
い
ち
じ
る
し
い
停
滞
性
と
い
う
点
に
求
め
ら
れ
る
で
あ
ろ
う
。
ノ
ヴ
ォ
ロ
シ
ア
県
設
立
以

前
の
一
七
六
二
年
か
ら
設
立
後
の
六
八
、
七
二
、
七
五
の
各
年
の
人
口
統
計
に
お
い
て
、
パ
フ
ム
ー
ト
郡
に
該
当
す
る
地
域
の
男
子
人
口
は
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑲

二
万
五
六
六
〇
名
、
二
万
四
九
一
四
名
、
二
心
三
四
〇
三
道
、
二
万
六
七
一
一
一
名
と
、
多
少
の
上
下
動
は
あ
れ
、
ほ
ぼ
一
定
の
数
を
示
す
。

　
以
上
が
、
一
七
三
〇
年
代
は
じ
め
か
ら
七
〇
年
代
な
か
ば
に
い
た
る
ま
で
の
南
ウ
ク
ラ
イ
ナ
北
部
の
植
民
の
歴
史
で
あ
る
。
そ
れ
は
ま
た
、

裏
返
し
て
い
え
ぼ
、
ザ
ポ
ロ
ー
ジ
エ
・
カ
ザ
ー
ク
の
支
配
領
域
た
る
ヴ
ォ
ー
リ
ノ
ス
チ
の
一
部
が
、
入
植
地
と
な
る
べ
く
政
府
権
力
に
よ
っ
て

蚕
食
さ
れ
て
い
っ
た
過
程
に
他
な
ら
な
い
。
こ
こ
で
試
み
に
ヴ
ォ
ー
リ
ノ
ス
チ
と
北
部
入
植
地
の
面
積
を
比
べ
て
み
る
と
、
一
七
六
八
一
七
四

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑳

年
の
ロ
シ
ア
ー
ト
ル
コ
戦
争
の
前
夜
の
ヴ
ォ
ー
リ
ノ
ス
チ
の
面
積
は
、
約
八
百
万
デ
シ
ャ
チ
ー
ナ
（
八
万
七
千
平
方
キ
ロ
メ
ー
ト
ル
）
。
こ
れ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑪

に
対
し
ノ
ヴ
ォ
ロ
シ
ア
県
の
面
積
は
、
約
三
百
万
デ
シ
ャ
チ
ー
ナ
（
三
万
三
千
平
方
キ
ロ
メ
ー
ト
ル
）
と
い
わ
れ
る
。
ノ
ヴ
ォ
ロ
シ
ア
県
の
中

101 （905）
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に
は
、
パ
フ
ム
ー
ト
郡
の
よ
う
に
も
と
も
と
ヴ
ォ
ー
リ
ノ
ス
チ
に
含
ま
れ
て
い
な
か
っ
た
地
域
も
あ
る
が
、
そ
れ
を
考
慮
し
て
も
ヴ
ォ
ー
リ
ノ

ス
チ
の
五
分
の
一
か
ら
四
分
の
一
ほ
ど
が
ザ
ポ
ロ
ー
ジ
エ
・
カ
ザ
ー
ク
の
手
か
ら
奪
い
と
ら
れ
、
北
部
入
植
地
へ
と
姿
を
変
え
た
計
算
に
な
る
。

か
く
し
て
カ
ザ
ー
ク
が
支
配
領
域
の
縮
小
を
強
い
ら
れ
て
い
っ
た
な
か
、
彼
ら
の
対
政
府
関
係
、
社
会
体
制
の
あ
り
よ
う
に
は
、
い
か
な
る
変

化
が
生
じ
て
い
た
の
で
あ
ろ
う
か
。
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【
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．
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者
．
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が
セ
ル
ビ
ア
人
か
ら
成
っ
て
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い
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の
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ル
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ア
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植
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①
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∩
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℃
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植
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・
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と
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ア
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家

18世紀南ウクライナの植民とザポロージエ・カザーク（中村）

　
ザ
ポ
笹
戸
ジ
エ
・
カ
ザ
ー
ク
の
歴
史
は
、
一
七
三
四
年
に
新
時
代
を
迎
え
る
。
一
七
〇
九
年
の
マ
ゼ
ー
パ
の
対
ロ
シ
ア
反
乱
に
加
担
し
て
敗

れ
て
以
来
、
ク
リ
ミ
ヤ
汗
国
へ
の
亡
命
を
よ
ぎ
な
く
さ
れ
て
い
た
ザ
ポ
ロ
ー
ジ
エ
・
カ
ザ
ー
ク
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、
一
七
三
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ナ
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を
築
く
。
い
わ
ゆ
る
「
奮
励
ー
チ
期
」
の
幕
開
け
で
あ
る
。
新
セ
ー
チ
期
の

ザ
ポ
ロ
ー
ジ
エ
・
カ
ザ
…
ク
と
ロ
シ
ア
国
家
と
の
関
係
は
、
い
か
な
る
も
の
で
あ
っ
た
か
。
本
章
で
は
、
他
の
カ
ザ
ー
ク
集
団
、
と
り
わ
け
ド

ン
・
カ
ザ
ー
ク
と
の
対
比
を
念
頭
に
お
き
な
が
ら
、
こ
の
問
題
に
つ
い
て
の
考
察
を
進
め
て
い
き
た
い
。

　
一
八
世
紀
の
ザ
ポ
ロ
ー
ジ
エ
・
カ
ザ
ー
ク
を
他
の
カ
ザ
ー
ク
集
団
と
比
べ
て
み
た
場
合
、
ま
ず
注
目
さ
る
べ
き
は
、
ロ
シ
ア
國
家
の
軍
事
開

行
政
組
織
の
中
で
そ
れ
ぞ
れ
が
占
め
た
立
場
の
相
違
で
あ
ろ
う
。
ド
ン
・
カ
ザ
ー
ク
を
は
じ
め
と
す
る
偉
シ
ア
の
諸
病
ザ
ー
ク
（
ヤ
イ
！
ク
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
③

グ
レ
ー
ベ
ソ
等
）
は
、
一
七
二
一
年
三
月
三
日
の
勅
令
に
よ
り
、
従
来
の
外
務
省
の
管
轄
下
か
ら
陸
軍
省
の
そ
れ
に
移
さ
れ
た
。
こ
の
措
置
に

よ
り
諸
カ
ザ
ー
ク
は
ロ
シ
ア
帝
国
の
軍
事
単
位
の
一
つ
と
し
て
の
扱
い
を
受
け
る
よ
う
に
な
る
。
そ
の
な
か
で
、
ひ
と
り
ザ
ポ
ロ
ー
ジ
エ
・
カ

ザ
ー
ク
の
み
は
、
例
外
的
な
存
在
で
あ
り
つ
づ
け
る
。

　
ロ
シ
ア
に
帰
参
す
る
に
あ
た
り
、
ザ
ポ
ロ
ー
ジ
エ
・
カ
ザ
ー
ク
は
、
ア
ン
ナ
女
帝
の
命
に
よ
り
キ
エ
フ
総
督
（
ゲ
ネ
ラ
ル
肌
グ
ベ
ル
ナ
ト
！

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
④

ル
）
フ
ォ
ン
ー
ー
ヴ
ェ
イ
ス
バ
ハ
の
監
督
下
に
お
か
れ
た
。
キ
エ
フ
総
督
が
ザ
ポ
ロ
ー
ジ
エ
・
カ
ザ
ー
ク
と
係
わ
っ
た
の
は
、
主
と
し
て
外
政
の

面
に
お
い
て
で
あ
る
。
総
督
は
ロ
シ
ア
国
家
の
南
部
方
面
の
外
交
撫
当
者
と
し
て
ク
リ
ミ
ヤ
汗
国
、
ポ
ー
ラ
ン
ド
と
の
交
渉
を
つ
か
さ
ど
っ
て

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑤
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑥

お
り
、
カ
ザ
ー
ク
が
両
国
と
境
界
争
い
そ
の
他
の
係
争
を
起
こ
し
た
時
に
は
、
こ
れ
を
仲
裁
す
べ
く
、
諸
事
に
介
入
し
た
。
そ
の
際
、
介
入
は
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時
と
し
て
外
政
の
面
の
み
に
と
ど
ま
ら
ず
、
ザ
ポ
ロ
ー
ジ
エ
の
司
法
、
役
職
の
選
出
制
と
い
っ
た
内
政
面
に
ま
で
及
ん
だ
。
こ
の
傾
向
は
、
フ

ォ
ソ
ー
ヴ
ェ
イ
ス
バ
ハ
の
死
後
、
後
任
と
し
て
一
七
三
五
－
五
二
年
の
間
キ
エ
フ
総
督
の
職
に
あ
っ
た
レ
ナ
ー
ソ
テ
ィ
エ
フ
に
お
い
て
、
と
り

わ
け
い
ち
じ
る
し
い
。

　
一
七
五
〇
年
、
β
シ
ア
国
家
の
ウ
ク
ラ
イ
ナ
統
治
策
に
大
き
な
変
化
が
生
じ
た
。
ゲ
ト
マ
ン
職
の
復
活
で
あ
る
。
話
は
さ
か
の
ぼ
っ
て
一
七

世
紀
の
な
か
ぼ
、
ボ
グ
ダ
ー
ン
・
フ
メ
リ
ニ
ー
ッ
キ
ー
の
対
ポ
ー
ラ
ン
ド
反
乱
と
そ
れ
に
つ
づ
く
ウ
ク
ラ
イ
ナ
の
窟
シ
ア
と
の
「
再
合
同
」
以

来
、
ゲ
ト
マ
ン
職
は
ウ
ク
ラ
イ
ナ
お
よ
び
そ
の
一
部
と
み
な
さ
れ
た
ザ
ポ
ロ
ー
ジ
エ
の
支
配
職
で
あ
っ
た
が
、
一
七
三
四
年
よ
り
空
位
と
な
っ

て
い
た
。
こ
れ
が
一
七
五
〇
年
三
月
二
二
日
、
十
六
年
ぶ
り
に
復
活
し
た
の
で
あ
る
。
新
ゲ
ト
マ
ン
の
地
位
に
就
い
た
の
は
、
ウ
ク
ラ
イ
ナ
・

カ
ザ
ー
ク
出
身
の
キ
リ
ー
ル
・
ラ
ズ
モ
ー
フ
ス
キ
ー
。
エ
リ
ザ
ヴ
ェ
垂
泣
女
帝
の
愛
人
で
あ
り
、
四
二
年
に
は
そ
の
夫
と
な
っ
た
ア
レ
ク
セ
ー

イ
・
ラ
ズ
モ
ー
フ
ス
キ
ー
の
弟
で
あ
る
。
ゲ
ト
マ
ン
・
ラ
ズ
モ
ー
フ
ス
キ
ー
は
、
兄
の
勢
望
を
背
景
に
、
左
岸
ウ
ク
ラ
イ
ナ
と
ザ
ポ
ロ
ー
ジ
エ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑦

の
支
配
者
た
ら
ん
と
し
た
。
し
か
し
、
後
者
に
つ
い
て
は
キ
エ
フ
総
督
が
、
か
ね
て
か
ら
持
っ
て
い
た
権
限
を
譲
ろ
う
と
し
な
か
っ
た
た
め
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑧

ゲ
ト
マ
ン
と
総
督
の
間
に
あ
つ
れ
き
が
生
ず
る
こ
と
と
な
る
。
こ
の
争
い
を
解
決
す
べ
く
、
一
七
五
一
年
七
月
二
四
日
、
ザ
ポ
ロ
ー
ジ
エ
・
カ

ザ
！
ク
に
対
す
る
権
限
は
、
両
者
の
間
で
分
割
さ
れ
た
。
ウ
ク
ラ
イ
ナ
の
一
員
た
る
ザ
ポ
ロ
ー
ジ
エ
・
カ
ザ
ー
ク
の
内
政
に
関
す
る
こ
と
が
ら

は
ゲ
ト
マ
ン
に
、
ポ
ー
ラ
ン
ド
、
ク
リ
ミ
ヤ
異
国
と
の
係
争
が
ら
み
の
外
政
に
つ
い
て
は
従
来
ど
お
り
キ
エ
フ
総
督
に
、
そ
れ
ぞ
れ
権
限
が
ゆ

　
　
　
　
　
　
　
　
⑨

だ
ね
ら
れ
た
の
で
あ
る
。

　
ザ
ポ
ロ
ー
ジ
エ
・
カ
ザ
ー
ク
の
行
政
上
の
立
揚
は
、
そ
の
後
、
一
七
六
四
年
に
ま
た
し
て
も
転
機
を
迎
え
る
。
同
年
十
一
月
一
〇
日
、
ゲ
ト

マ
ン
糊
が
廃
止
さ
れ
、
小
ロ
シ
ア
省
が
ウ
ク
ラ
イ
ナ
統
治
の
担
当
部
局
と
な
っ
た
の
に
と
も
な
い
、
ザ
ポ
ロ
ー
ジ
エ
・
カ
ザ
ー
ク
の
監
督
者
も
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑩

ゲ
ト
マ
ン
・
ラ
ズ
モ
ー
フ
ス
キ
ー
か
ら
小
ロ
シ
ア
省
長
ル
ミ
ャ
ー
ン
ツ
ェ
フ
に
か
わ
る
。

　
以
上
か
ら
明
ら
か
な
よ
う
に
、
新
田
ー
チ
期
、
と
り
わ
け
一
七
五
〇
年
の
ゲ
ト
マ
ン
職
の
復
活
以
降
の
ザ
ポ
ロ
ー
ジ
エ
・
カ
ザ
ー
ク
の
ロ
シ

ア
帝
国
内
に
お
け
る
行
政
上
の
立
場
は
、
ウ
ク
ラ
イ
ナ
の
そ
れ
と
不
可
分
の
関
係
に
あ
っ
た
。
ウ
ク
ラ
イ
ナ
出
身
者
を
中
核
と
し
、
み
ず
か
ら
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18世紀南ウクライナの植罠とザポロージエ・カザーク（中村）

「
ウ
ク
ラ
イ
ナ
の
息
子
」
と
称
し
て
い
た
ザ
ポ
ロ
ー
ジ
エ
・
カ
ザ
ー
ク
は
、
一
七
世
紀
の
な
か
ば
に
ウ
ク
ラ
イ
ナ
の
一
員
と
し
て
ロ
シ
ア
の
支

配
下
に
は
い
っ
た
。
こ
の
伝
統
は
、
一
八
世
紀
に
セ
ル
ビ
ア
人
入
植
地
、
ノ
ヴ
ォ
ロ
シ
ア
県
が
あ
い
つ
い
で
ザ
ポ
ロ
ー
ジ
エ
と
ウ
ク
ラ
イ
ナ
の

間
に
設
け
ら
れ
、
両
者
の
地
理
的
な
統
一
性
が
失
わ
れ
て
い
く
な
か
で
も
生
き
て
い
た
、
と
い
わ
ね
ば
な
ら
な
い
。
一
七
一
二
年
以
降
、
陸
軍

省
の
管
轄
下
に
は
い
っ
た
ロ
シ
ア
の
諸
カ
ザ
ー
ク
と
ザ
ポ
ロ
ー
ジ
エ
・
カ
ザ
ー
ク
の
相
違
も
、
ウ
ク
ラ
イ
ナ
の
一
部
と
し
て
の
ザ
ポ
ロ
！
ジ
エ

の
あ
り
よ
う
に
由
来
す
る
の
で
あ
る
。

　
ロ
シ
ア
帝
国
の
行
政
上
、
ザ
ポ
ロ
ー
ジ
エ
・
カ
ザ
ー
ク
が
占
め
た
立
場
の
こ
う
し
た
特
殊
性
を
ふ
ま
え
つ
つ
、
つ
ぎ
に
政
府
よ
り
課
さ
れ
た

軍
事
的
義
務
の
軽
重
と
い
う
面
か
ら
ド
ン
と
ザ
ポ
ロ
ー
ジ
エ
と
を
比
べ
て
み
よ
う
。
こ
れ
に
つ
い
て
端
的
に
い
え
ぼ
、
一
八
世
紀
に
前
者
が
負

わ
さ
れ
た
軍
事
的
な
負
担
は
、
後
喜
の
そ
れ
を
は
る
か
に
上
ま
わ
る
も
の
で
あ
っ
た
。
な
る
ほ
ど
ザ
ポ
ロ
ー
ジ
エ
・
カ
ザ
！
ク
は
、
一
七
三
五

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑪

i
三
九
年
の
ロ
シ
ア
ー
ト
ル
コ
戦
争
の
間
、
毎
年
、
数
千
の
兵
を
出
し
た
。
一
七
六
八
一
七
四
年
の
ロ
シ
ア
ー
ト
ル
コ
戦
争
に
際
し
て
も
一
万

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑫

一
千
名
を
戦
場
に
送
っ
て
い
る
。
そ
の
負
担
た
る
や
並
た
い
て
い
で
は
な
か
っ
た
で
あ
ろ
う
。
し
か
し
、
ザ
ポ
ロ
ー
ジ
エ
・
カ
ザ
ー
ク
の
負
っ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑬

た
軍
事
的
な
負
担
が
、
ほ
ぼ
こ
の
ロ
シ
ア
罰
ト
ル
コ
戦
争
へ
の
従
軍
に
尽
き
て
い
た
の
に
対
し
、
ド
ン
・
カ
ザ
ー
ク
の
場
合
は
、
文
字
通
り
陸

軍
省
に
よ
る
瞑
使
の
ま
ま
、
戦
火
に
晒
さ
れ
つ
づ
け
る
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑭

　
ド
ン
・
カ
ザ
ー
ク
は
、
両
度
の
ロ
シ
ア
ー
ト
ル
コ
戦
争
に
、
各
々
一
万
二
千
、
二
万
名
以
上
の
兵
を
出
し
た
だ
け
で
は
な
い
。
そ
の
間
お
こ

な
わ
れ
た
一
七
四
一
一
四
三
年
の
ロ
シ
ア
ー
ス
ゥ
ェ
ー
デ
ン
戦
争
に
は
六
千
名
、
一
七
五
六
一
六
三
年
の
七
年
戦
争
に
は
一
万
六
千
名
が
動
員

　
　
　
　
⑮

さ
れ
て
い
る
。
こ
れ
に
加
え
、
平
時
に
お
い
て
も
ド
ン
軍
団
は
、
ヴ
ォ
ル
ガ
河
沿
岸
、
バ
ル
ト
海
地
方
、
シ
ベ
リ
ア
、
ペ
ル
シ
ア
国
境
等
、
各

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑯

方
面
の
守
備
の
た
め
、
毎
年
、
数
百
か
ら
農
工
の
兵
員
を
送
り
出
し
た
。
ま
た
、
こ
う
し
た
一
時
的
な
派
遣
に
と
ど
ま
ら
ず
、
防
衛
上
の
拠
点

に
ド
ン
か
ら
カ
ザ
ー
ク
が
集
団
で
移
住
さ
せ
ら
れ
る
ケ
ー
ス
も
み
ら
れ
た
。
一
七
二
四
年
カ
フ
カ
ー
ス
の
ア
グ
ラ
バ
ソ
、
グ
レ
ー
ベ
ン
に
各
五

　
　
⑰

百
家
族
が
、
一
七
三
〇
年
代
初
頭
ヴ
ォ
ル
ガ
河
沿
岸
の
ツ
ァ
リ
ー
ツ
ィ
ン
・
ラ
イ
ン
に
約
一
千
家
族
が
移
り
住
ま
さ
れ
た
の
が
、
そ
れ
で
あ
る

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑱

（
後
者
は
、
移
住
先
で
あ
ら
た
に
ヴ
ォ
ル
ガ
・
カ
ザ
ー
ク
軍
団
を
組
織
）
。
新
セ
ー
チ
期
の
ザ
ポ
ロ
ー
ジ
エ
・
カ
ザ
ー
ク
が
南
ウ
ク
ラ
イ
ナ
か
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ら
ほ
と
ん
ど
動
か
な
か
っ
た
の
と
対
照
的
に
、
ド
ン
・
カ
ザ
ー
ク
は
、
ロ
シ
ア
軍
の
一
単
位
と
し
て
東
奔
藤
走
の
日
々
を
送
っ
た
と
い
え
る
で

あ
ろ
う
。

　
ザ
ポ
ロ
ー
ジ
エ
と
ド
ン
に
対
す
る
政
府
の
統
欄
の
強
弱
は
、
軍
事
面
の
み
に
限
っ
た
こ
と
で
は
な
い
。
そ
れ
が
社
会
的
な
側
面
に
も
あ
ら
わ

れ
た
例
と
し
て
、
逃
亡
者
の
処
遇
を
め
ぐ
る
問
題
が
あ
げ
ら
れ
る
。
元
来
、
ロ
シ
ア
や
ウ
ク
ラ
イ
ナ
か
ら
逃
亡
し
て
き
た
農
民
に
よ
っ
て
形
成

さ
れ
た
カ
ザ
～
ク
の
社
会
に
は
、
い
っ
た
ん
カ
ザ
ー
ク
地
域
に
の
が
れ
て
き
た
も
の
は
、
カ
ザ
ー
ク
と
な
り
、
旧
主
に
は
引
き
渡
さ
れ
な
い
、

と
い
う
お
き
て
が
あ
っ
た
。
｝
八
世
紀
の
ド
ン
に
お
い
て
は
、
こ
の
「
カ
ザ
ー
ク
の
自
由
し
の
根
本
と
も
い
う
べ
き
原
則
が
、
無
に
等
し
い
も

の
と
な
っ
て
い
く
。
冒
シ
ア
政
府
は
、
ド
ン
軍
団
へ
の
た
び
か
さ
な
る
訓
戒
に
よ
っ
て
逃
亡
者
の
隠
匿
を
禁
じ
る
と
と
も
に
、
ド
ン
に
捜
索
隊

を
派
遣
し
、
逃
亡
農
民
を
見
つ
け
出
し
て
は
逮
捕
し
、
旧
主
の
も
と
へ
連
れ
戻
し
た
。
運
よ
く
捜
索
隊
の
闘
を
の
が
れ
、
ド
ン
に
残
れ
た
も
の

も
、
一
七
世
紀
ま
で
の
よ
う
に
、
カ
ザ
ー
ク
に
な
れ
た
わ
け
で
は
な
い
。
一
八
世
紀
の
ド
ン
・
カ
ザ
ー
ク
は
、
し
だ
い
に
他
身
分
の
も
の
の
参

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑲

入
を
拒
む
、
閉
鎖
的
な
軍
人
身
分
へ
と
転
化
し
て
い
っ
た
の
で
あ
る
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑳

　
こ
れ
に
対
し
、
ザ
ポ
ロ
ー
ジ
エ
の
富
合
は
、
新
セ
ー
チ
期
に
あ
っ
て
も
、
逃
亡
者
の
避
難
先
と
し
て
の
実
を
保
ち
つ
づ
け
る
。
封
建
領
主
の

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑳

側
か
ら
す
る
逃
亡
者
連
れ
戻
し
の
試
み
は
、
カ
ザ
ー
ク
の
し
つ
よ
う
な
抵
抗
に
出
会
う
。
逃
亡
者
の
多
く
は
ザ
ポ
ロ
ー
ジ
エ
に
と
ど
ま
り
、
あ

る
い
は
農
民
と
し
て
の
生
活
を
営
み
つ
つ
軍
団
に
税
を
納
め
、
あ
る
い
は
カ
ザ
ー
ク
と
な
っ
て
軍
役
を
担
っ
た
。
カ
ザ
ー
ク
身
分
が
世
襲
に
よ

っ
て
受
け
継
が
れ
、
再
生
産
さ
れ
る
よ
う
に
な
っ
て
い
っ
た
ド
ン
と
の
ち
が
い
が
、
こ
こ
に
あ
る
。
ザ
ポ
ロ
ー
ジ
エ
で
は
、
一
八
世
紀
に
お
い

て
も
な
お
、
逃
亡
者
に
カ
ザ
ー
ク
と
な
る
道
が
開
か
れ
て
お
り
、
ま
た
、
こ
れ
こ
そ
が
軍
団
の
人
員
補
給
の
主
た
る
源
泉
と
な
っ
て
い
た
の
で

　
⑫

あ
る
。

　
と
は
い
え
、
新
セ
ー
チ
期
の
ザ
ポ
ロ
ー
ジ
エ
が
完
全
に
開
か
れ
た
、
平
等
な
社
会
で
あ
っ
た
と
い
う
な
ら
ば
、
そ
れ
は
い
さ
さ
か
早
計
に
す

ぎ
よ
う
。
財
産
上
の
不
平
等
に
も
と
つ
く
階
層
分
化
の
進
展
と
、
そ
の
結
果
と
し
て
の
階
級
闘
争
の
先
鋭
化
と
い
う
ソ
ヴ
ェ
ト
の
研
究
者
に
よ

り
手
ず
れ
が
で
き
る
ほ
ど
く
り
か
え
さ
れ
て
き
た
シ
エ
ー
マ
は
、
ザ
ポ
ロ
ー
ジ
エ
に
と
っ
て
も
無
縁
で
は
な
い
。
富
裕
化
し
た
上
層
カ
ザ
ー
ク
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（
ス
タ
ル
シ
ナ
）
の
経
済
的
、
社
会
的
抑
圧
に
抗
す
る
下
層
カ
ザ
ー
ク
（
セ
ロ
マ
）
の
社
会
的
プ
ロ
テ
ス
ト
、
こ
れ
が
か
イ
ダ
マ
ク
運
動
と
い

う
形
を
と
っ
て
あ
ら
わ
れ
て
く
る
。

　
ガ
イ
ダ
マ
ク
と
は
、
一
八
世
紀
の
ウ
ク
ラ
イ
ナ
で
活
躍
し
た
匪
賊
集
団
で
あ
る
。
彼
ら
は
、
カ
ト
リ
ッ
ク
の
ポ
ー
ラ
ン
ド
や
イ
ス
ラ
ム
教
徒

タ
タ
ー
ル
を
仇
敵
視
し
た
点
で
ウ
ク
ラ
イ
ナ
民
族
運
動
の
尖
兵
と
み
ら
れ
る
が
、
同
時
に
、
封
建
領
主
、
富
裕
者
に
対
す
る
掠
奪
を
盛
ん
に
お

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑳

こ
な
い
、
こ
の
点
で
は
反
封
建
運
動
の
闘
士
で
あ
る
と
も
い
え
た
。
ザ
ポ
ロ
ー
ジ
エ
の
セ
ロ
マ
は
、
こ
の
ガ
イ
ダ
マ
ク
の
活
動
と
緊
密
な
結
び

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
㊧

つ
き
を
持
ち
、
人
員
、
指
導
者
の
最
大
の
補
給
源
と
な
っ
て
い
た
。
こ
の
た
め
、
政
府
当
局
の
目
に
は
ザ
ポ
ロ
ー
ジ
エ
、
イ
コ
ー
ル
、
ガ
イ
ダ

マ
ク
の
温
床
と
映
じ
た
の
も
無
理
か
ら
ぬ
こ
と
で
は
あ
る
。
一
七
五
〇
年
十
月
五
日
付
け
元
老
院
の
キ
エ
フ
総
督
あ
て
の
指
令
に
い
わ
く
、
「
こ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑳

れ
ら
ガ
イ
ダ
マ
ク
、
す
な
わ
ち
悪
党
ど
も
は
、
ほ
と
ん
ど
皆
ザ
ポ
ロ
ー
ジ
エ
・
カ
ザ
ー
ク
か
ら
成
っ
て
い
る
」
と
。

　
こ
う
し
た
事
情
を
ふ
ま
え
た
う
え
で
、
キ
エ
フ
総
督
と
ゲ
ト
マ
ソ
は
、
ガ
イ
ダ
マ
ク
運
動
を
鎮
め
る
べ
く
、
ザ
ポ
ロ
ー
ジ
エ
・
カ
ザ
ー
ク
対

策
に
の
り
だ
し
た
。
そ
の
際
、
彼
ら
は
カ
ザ
ー
ク
が
伝
統
的
に
持
っ
て
い
た
司
法
上
の
自
治
権
ー
ザ
ポ
ロ
ー
ジ
エ
で
捕
え
ら
れ
た
も
の
は
、

ザ
ポ
ロ
ー
ジ
エ
で
裁
か
れ
る
一
に
ま
で
、
あ
え
て
干
渉
の
手
を
の
ぼ
す
。
キ
エ
フ
総
督
は
、
ポ
ー
ラ
ン
ド
、
ク
リ
ミ
ヤ
三
国
に
対
す
る
ガ
イ

ダ
マ
ク
の
襲
撃
が
国
境
紛
争
の
火
種
に
な
る
と
い
う
理
由
で
、
ゲ
ト
マ
ン
は
、
ウ
ク
ラ
イ
ナ
か
ら
の
逃
亡
老
で
あ
る
ガ
イ
ダ
マ
ク
は
ウ
ク
ラ
イ

ナ
の
法
で
裁
か
れ
る
べ
き
と
の
名
目
で
、
そ
れ
ぞ
れ
ザ
ポ
ロ
ー
ジ
エ
の
指
導
下
に
対
し
、
ガ
イ
ダ
マ
ク
を
捕
え
た
際
に
は
審
理
の
た
め
、
こ
れ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑳

を
キ
エ
プ
ま
で
連
行
し
て
く
る
よ
う
命
じ
た
の
で
あ
る
。

　
だ
が
、
こ
の
よ
う
な
施
策
に
よ
っ
て
も
ザ
ポ
ロ
ー
ジ
エ
へ
の
逃
亡
者
の
流
入
と
ガ
イ
ダ
マ
ク
の
横
行
は
止
め
ら
れ
な
い
。
反
対
に
、
そ
れ
は

六
〇
年
代
に
は
い
っ
て
、
む
し
ろ
活
発
化
の
傾
向
を
み
せ
る
。
か
く
の
ご
と
き
ザ
ポ
ロ
ー
ジ
エ
の
あ
り
か
た
は
、
ド
ソ
の
例
に
引
き
比
べ
、
ロ

シ
ア
政
府
に
と
っ
て
苦
々
し
い
も
の
で
あ
っ
た
に
ち
が
い
な
い
。
こ
の
点
、
一
七
六
二
年
五
月
三
日
付
け
元
老
院
あ
て
の
報
告
書
の
中
で
、
聖

エ
リ
サ
ヴ
ェ
ー
タ
要
塞
の
司
令
官
ム
ラ
ヴ
ィ
ヨ
ー
フ
が
、
ザ
ポ
ロ
ー
ジ
エ
・
カ
ザ
ー
ク
が
逃
亡
者
を
受
け
入
れ
な
く
な
れ
ば
、
ガ
イ
ダ
マ
ク
も

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑱

減
り
、
彼
ら
も
「
ド
ン
・
カ
ザ
ー
ク
の
よ
う
に
名
誉
あ
る
生
活
を
営
む
よ
う
に
な
る
で
あ
ろ
う
」
と
述
べ
て
い
る
の
は
、
当
局
の
存
念
す
る
と
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こ
ろ
を
よ
く
あ
ら
わ
し
た
意
見
と
い
え
る
で
あ
ろ
う
。

　
実
際
、
ム
ラ
ヴ
ィ
ヨ
ー
フ
の
意
見
と
は
別
の
形
で
は
あ
る
が
、
ザ
ポ
β
ー
ジ
エ
・
カ
ザ
ー
ク
を
「
ド
ン
・
カ
ザ
ー
ク
の
よ
う
に
」
し
ょ
う
と

す
る
試
み
も
な
か
っ
た
わ
け
で
は
な
い
。
軍
団
の
指
導
職
の
選
挙
制
に
対
す
る
干
渉
が
、
そ
れ
で
あ
る
。
一
般
に
カ
ザ
ー
ク
社
会
に
あ
っ
て
は
、

軍
団
の
長
た
る
ア
タ
マ
ン
は
、
カ
ザ
ー
ク
全
員
が
参
加
権
を
持
つ
総
会
に
お
い
て
毎
年
、
選
出
さ
れ
る
の
が
伝
統
で
あ
っ
た
。
ア
タ
マ
ン
は
総

会
の
場
で
表
明
さ
れ
た
軍
団
構
成
員
の
総
意
の
執
行
老
と
し
て
選
ば
れ
、
こ
れ
に
そ
ぐ
わ
な
い
行
動
を
と
っ
た
場
合
に
は
改
選
さ
れ
る
。
こ
れ

こ
そ
が
、
カ
ザ
ー
ク
の
自
治
に
他
な
ら
な
い
。

　
し
か
し
、
ド
ン
軍
団
に
お
い
て
は
、
す
で
に
一
七
二
三
年
よ
り
ア
タ
マ
ン
は
ツ
ァ
ー
り
に
よ
っ
て
任
命
さ
れ
る
よ
う
に
な
り
、
こ
れ
を
替
え

う
る
の
は
総
会
で
は
な
く
、
た
だ
ツ
ァ
ー
リ
の
命
の
み
と
な
っ
た
。
ア
タ
マ
ン
選
挙
制
の
廃
止
で
あ
る
。
こ
れ
に
対
し
、
ザ
ポ
ロ
ー
ジ
エ
で
は
、

新
セ
ー
チ
期
に
は
い
っ
て
も
軍
団
の
長
コ
シ
ェ
ヴ
ォ
ー
イ
・
ア
タ
マ
ン
を
は
じ
め
と
す
る
指
導
職
ー
ス
タ
ル
シ
ナ
職
は
、
ラ
ー
ダ
と
呼
ば
れ

る
総
会
で
選
出
さ
れ
た
。
こ
の
ラ
イ
ダ
は
、
先
に
ふ
れ
た
カ
ザ
ー
ク
社
会
内
部
の
階
層
分
化
と
階
級
闘
争
の
先
鋭
化
に
と
も
な
い
、
激
し
い
政

争
の
場
と
な
っ
て
い
く
。
下
層
カ
ザ
ー
ク
ー
ー
セ
潭
マ
が
、
富
裕
カ
ザ
ー
ク
の
代
表
に
対
抗
し
て
、
み
ず
か
ら
が
推
す
候
補
を
コ
シ
ェ
ヴ
ォ
ー
イ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑳

・
ア
タ
マ
ン
に
選
出
す
べ
く
騒
乱
を
起
こ
し
た
こ
と
も
一
再
に
と
ど
ま
ら
な
い
。

　
一
七
四
〇
年
代
以
降
、
こ
の
よ
う
な
ス
タ
ル
シ
ナ
職
選
出
の
あ
り
か
た
を
ザ
ポ
ロ
ー
ジ
エ
に
お
け
る
社
会
混
乱
の
原
因
で
あ
る
と
み
な
し
、

干
渉
を
試
み
る
動
き
が
み
ら
れ
た
。
そ
の
急
先
鋒
の
役
を
つ
と
め
た
の
が
、
キ
エ
フ
総
督
レ
オ
ー
ン
テ
ィ
エ
フ
で
あ
る
。
彼
は
、
一
七
四
〇
、

四
三
、
四
九
、
五
〇
の
壮
年
に
わ
た
り
、
セ
ロ
マ
の
ラ
ー
ダ
へ
の
参
加
に
よ
リ
ス
タ
ル
シ
ナ
職
が
し
ば
し
ば
改
選
さ
れ
る
の
を
予
防
す
べ
く
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑳

同
職
の
選
挙
制
を
廃
止
し
終
身
糊
に
変
え
る
べ
し
、
と
い
う
内
容
を
も
り
こ
ん
だ
ザ
ポ
ロ
ー
ジ
エ
の
改
革
案
を
元
老
院
あ
て
提
出
し
た
。
そ
の

ね
ら
い
と
す
る
と
こ
ろ
は
、
「
ド
ン
や
ヤ
イ
ー
ク
の
軍
団
の
ア
タ
マ
ン
が
そ
う
な
っ
て
い
る
よ
う
に
、
今
後
コ
シ
ェ
ヴ
ォ
ー
イ
（
ア
タ
マ
ン
…
…

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑫

中
村
）
を
ツ
ァ
1
り
の
勅
令
な
し
に
カ
ザ
ー
ク
の
手
で
勝
手
に
改
選
さ
せ
な
い
」
（
一
七
四
四
年
六
月
三
日
付
け
レ
オ
ー
ン
テ
ィ
エ
フ
の
元
老

院
あ
て
報
告
）
と
い
う
点
に
あ
っ
た
。
す
な
わ
ち
、
ザ
ポ
ロ
ー
ジ
エ
の
「
ド
ン
化
」
の
試
み
で
あ
る
。
こ
れ
に
呼
応
し
て
ス
タ
ル
シ
ナ
の
一
部
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か
ら
も
選
挙
鰯
の
廃
止
、
制
限
を
め
ざ
す
動
き
が
み
ら
れ
た
が
、
結
局
、
こ
と
は
選
挙
制
の
廃
止
、
ア
タ
マ
ン
の
任
命
制
に
ま
で
は
い
た
ら
な

い
。
ザ
ポ
ロ
ー
ジ
エ
の
指
導
層
自
身
、
他
の
カ
ザ
ー
ク
軍
団
な
ら
い
ざ
し
ら
ず
、
ザ
ポ
ロ
ー
ジ
エ
の
よ
う
な
自
由
な
軍
団
で
は
選
挙
制
の
廃
止

　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑭
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑮

は
無
理
と
考
え
て
い
た
し
、
元
老
院
も
レ
オ
ー
ン
テ
ィ
エ
フ
の
改
革
案
を
時
宜
を
得
ぬ
不
適
当
な
も
の
と
し
て
退
け
た
の
で
あ
る
。
そ
の
後
、

一
七
六
四
年
に
ザ
ポ
ロ
ー
ジ
エ
・
カ
ザ
ー
ク
の
監
督
者
と
な
っ
た
小
ロ
シ
ア
省
長
ル
ミ
ャ
ー
ン
ツ
ェ
フ
が
、
あ
ら
た
に
選
挙
を
お
こ
な
う
こ
と

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑳

を
禁
止
し
よ
う
と
し
た
が
、
こ
の
時
も
カ
ザ
ー
ク
は
属
さ
ず
、
選
挙
制
を
固
守
し
て
い
る
。

　
以
上
み
て
き
た
ご
と
く
、
新
セ
ー
チ
期
の
ザ
ポ
ロ
ー
ジ
エ
・
カ
ザ
ー
ク
は
、
ロ
シ
ア
政
府
の
側
か
ら
す
る
統
制
強
化
の
試
み
に
直
面
し
た
。

こ
の
試
み
は
あ
る
程
度
の
成
果
は
あ
げ
た
も
の
の
、
ザ
ポ
ロ
ー
ジ
エ
軍
団
を
、
他
の
カ
ザ
ー
ク
集
団
の
よ
う
に
ロ
シ
ア
の
軍
事
組
織
の
一
単
位

と
す
る
ま
で
に
は
い
た
ら
な
い
。
ザ
ポ
ロ
ー
ジ
エ
・
カ
ザ
ー
ク
は
「
ド
ン
化
」
の
運
命
を
ま
ぬ
が
れ
、
伝
統
的
な
「
カ
ザ
ー
ク
の
自
由
」
を
い

く
ぶ
ん
な
り
と
保
持
し
つ
づ
け
た
の
で
あ
る
。
そ
の
理
由
は
、
い
っ
た
い
何
で
あ
っ
た
の
か
。

　
ま
ず
考
え
ら
れ
る
の
は
、
彼
ら
が
も
と
も
と
帰
属
し
て
い
た
ウ
ク
ラ
イ
ナ
が
、
ロ
シ
ア
帝
国
内
に
お
い
て
占
め
た
地
位
の
特
殊
性
で
あ
る
。

一
七
世
紀
の
な
か
ば
、
ウ
ク
ラ
イ
ナ
は
ロ
シ
ア
国
家
に
併
呑
さ
れ
る
の
で
は
な
く
、
ゲ
ト
マ
ン
支
配
下
の
半
独
立
国
の
資
格
で
ロ
シ
ア
の
ツ
ァ

ー
り
の
宗
主
下
に
は
い
っ
た
。
こ
れ
に
と
も
な
い
ツ
ァ
ー
リ
に
服
属
す
る
よ
う
に
な
っ
た
ザ
ポ
ロ
ー
ジ
エ
・
カ
ザ
ー
ク
に
と
り
、
ツ
ァ
ー
リ
の

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑰

支
配
は
か
な
ら
ず
し
も
絶
対
的
な
も
の
で
は
な
か
っ
た
の
で
あ
る
。
と
は
い
え
、
ロ
シ
ア
国
家
へ
の
編
入
の
際
の
事
情
は
と
も
か
く
、
一
八
世

紀
に
は
ウ
ク
ラ
イ
ナ
は
決
定
的
に
ロ
シ
ア
国
家
の
一
地
方
と
化
す
道
を
歩
む
。
こ
の
こ
と
を
考
え
る
と
、
ウ
ク
ラ
イ
ナ
と
ザ
ポ
ロ
ー
ジ
エ
の
関

係
か
ら
、
ザ
ポ
ロ
ー
ジ
エ
が
ロ
シ
ア
国
家
の
行
政
上
占
め
た
特
殊
な
地
位
が
導
き
出
さ
れ
る
と
し
て
も
、
こ
れ
を
ザ
ポ
ロ
ー
ジ
エ
が
自
由
を
維

持
し
え
た
理
由
と
ま
で
す
る
の
は
、
い
き
す
ぎ
と
い
わ
ざ
る
を
え
な
い
。

　
ロ
シ
ア
政
府
が
ザ
ポ
ロ
ー
ジ
エ
の
「
ド
ン
化
」
を
た
め
ら
っ
た
原
因
と
し
て
筆
者
が
あ
げ
た
い
の
は
、
そ
れ
ゆ
え
む
し
ろ
、
前
章
で
み
た
南

ウ
ク
ラ
イ
ナ
北
部
の
入
植
地
の
存
在
で
あ
る
。
一
八
世
紀
、
オ
ー
ス
ト
リ
ア
、
ト
ル
コ
と
競
い
つ
つ
ス
テ
ッ
プ
辺
境
の
農
業
植
民
地
化
を
お
し

す
す
め
た
ロ
シ
ア
国
家
に
と
り
、
北
部
入
植
地
は
、
そ
の
足
が
か
り
と
い
う
べ
き
も
の
で
あ
っ
た
。
こ
こ
に
ザ
ポ
ロ
ー
ジ
エ
軍
団
の
存
在
を
価
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値
あ
ら
し
め
た
理
由
が
求
め
ら
れ
る
。
開
発
が
は
じ
ま
っ
た
ぽ
か
り
の
、
ひ
よ
わ
な
北
部
入
植
地
の
植
民
を
順
調
に
進
め
る
た
め
に
は
、
そ
の

南
方
に
あ
っ
た
ザ
ポ
ロ
ー
ジ
エ
を
防
壁
と
す
る
の
が
不
可
欠
の
条
件
で
あ
っ
た
。
こ
の
点
、
ド
ン
と
ザ
ポ
ロ
ー
ジ
エ
の
異
な
る
と
こ
ろ
で
も
あ

る
。
ド
ン
の
揚
舎
に
も
ザ
ポ
ロ
ー
ジ
エ
の
北
部
入
植
地
に
あ
た
る
も
の
が
な
か
っ
た
わ
け
で
は
な
い
。
ド
ン
の
北
方
に
位
置
す
る
ス
ロ
ボ
ト
ス

カ
ヤ
・
ウ
ク
ラ
イ
ナ
が
、
そ
れ
で
あ
る
。
た
だ
、
ス
ロ
ボ
ト
ス
カ
ヤ
・
ウ
ク
ラ
イ
ナ
へ
の
入
植
は
、
す
で
に
一
七
世
紀
な
か
ぽ
か
ら
本
格
的
に

進
め
ら
れ
て
お
り
、
一
八
世
紀
の
ド
ン
の
軍
団
に
は
、
も
は
や
こ
れ
を
保
護
す
べ
き
防
壁
と
し
て
の
意
義
は
、
ほ
と
ん
ど
な
か
っ
た
。
た
め
に
、

ド
ソ
・
カ
ザ
ー
ク
は
陸
軍
省
の
命
に
よ
り
故
郷
を
は
る
か
に
離
れ
て
の
遠
征
を
強
い
ら
れ
る
。
こ
れ
に
対
し
、
ザ
ポ
ロ
ー
ジ
エ
・
カ
ザ
ー
ク
の

場
合
は
、
新
セ
ー
チ
期
の
ほ
ぼ
全
期
間
を
通
じ
、
本
拠
か
ら
遠
く
へ
動
か
さ
れ
る
こ
と
は
な
い
。
南
ウ
ク
ラ
イ
ナ
を
う
か
が
う
ク
リ
ミ
ヤ
汗
国
、

ト
ル
コ
に
対
し
て
に
ら
み
を
き
か
せ
る
、
と
い
う
の
が
彼
ら
に
与
え
ら
れ
た
役
ど
こ
ろ
で
あ
っ
た
。

　
と
こ
ろ
が
、
南
ウ
ク
ラ
イ
ナ
北
部
へ
の
入
植
地
の
設
営
は
、
く
り
か
え
し
述
べ
て
き
た
よ
う
に
、
元
来
ザ
ポ
ロ
ー
ジ
エ
・
カ
ザ
ー
ク
の
支
配

領
域
で
あ
っ
た
ヴ
ォ
ー
リ
ノ
ス
チ
の
蚕
食
に
他
な
ら
な
い
。
そ
れ
ゆ
え
、
入
植
地
の
拡
大
は
カ
ザ
ー
ク
の
気
に
入
る
は
ず
も
な
く
、
事
実
、
彼

ら
の
側
か
ら
の
し
つ
よ
う
な
抗
議
を
招
い
て
い
る
（
次
章
参
照
）
。
か
か
る
状
況
で
他
の
カ
ザ
ー
ク
集
団
に
お
い
て
み
ら
れ
た
の
と
同
様
、
ザ
ポ

ロ
ー
ジ
エ
の
自
由
に
対
す
る
侵
害
が
強
行
さ
れ
れ
ば
ど
う
か
。
ザ
ポ
ロ
ー
ジ
エ
・
カ
ザ
ー
ク
は
、
北
部
入
植
地
を
守
る
ど
こ
ろ
か
、
反
対
に
ロ

シ
ア
の
敵
、
ク
リ
ミ
ヤ
製
糖
、
ト
ル
コ
と
結
ぶ
の
も
辞
さ
な
か
っ
た
で
あ
ろ
う
。
一
六
世
紀
以
来
、
し
ば
し
ば
結
ば
れ
た
カ
ザ
ー
ク
豚
タ
タ
ー

ル
同
盟
の
再
現
で
あ
る
。
そ
う
な
れ
ば
、
カ
ザ
ー
ク
ー
タ
タ
ー
ル
連
合
の
攻
撃
に
さ
ら
さ
れ
る
運
命
と
な
る
北
部
入
植
地
は
、
ひ
と
た
ま
り
も

な
い
。
こ
の
よ
う
に
、
北
部
入
植
地
の
安
全
保
障
を
念
頭
に
お
く
か
ぎ
り
、
ロ
シ
ア
政
府
は
、
ヴ
ォ
ー
リ
ノ
ス
チ
を
蚕
食
す
る
代
償
と
し
て
ザ

ポ
群
ー
ジ
エ
・
カ
ザ
ー
ク
に
対
し
一
定
の
自
由
の
余
地
を
認
め
ざ
る
を
え
な
か
っ
た
の
で
あ
る
。
彼
ら
の
勝
手
気
ま
ま
を
抑
え
つ
け
よ
う
と
す

る
動
き
に
も
手
綱
が
か
け
ら
れ
た
。
ザ
ポ
ロ
ー
ジ
エ
の
性
急
な
改
革
を
説
く
キ
エ
フ
総
督
レ
オ
ー
ン
テ
ィ
エ
フ
の
提
案
を
元
老
院
が
容
れ
な
か

っ
た
ゆ
え
ん
で
あ
る
。

　
か
く
し
て
、
い
さ
さ
か
皮
肉
な
言
い
方
を
す
る
と
、
新
岡
ー
チ
期
の
ザ
ポ
ロ
ー
ジ
エ
・
カ
ザ
…
ク
は
、
彼
ら
の
土
地
に
対
す
る
権
利
を
侵
害
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し
な
が
ら
拡
大
さ
れ
た
北
部
入
植
地
が
あ
っ
た
か
ら
こ
そ
、
他
の
カ
ザ
ー
ク
と
比
べ
て
よ
り
大
き
な
「
カ
ザ
ー
ク
の
自
由
」
を
維
持
す
る
こ
と

が
で
き
た
、
と
考
え
ら
れ
る
。
そ
れ
で
は
、
彼
ら
ザ
ポ
ロ
ー
ジ
エ
・
カ
ザ
…
ク
は
、
こ
の
北
部
入
植
地
と
い
か
な
る
関
係
を
と
り
む
す
ん
だ
の

か
。
前
お
き
が
か
な
り
長
く
な
っ
た
が
、
本
稿
の
主
題
で
あ
る
両
者
の
関
係
に
つ
い
て
次
章
で
み
て
い
く
と
し
よ
う
。

18世紀南ウクライナの植罠とザボロージエ・カザーク（中村）
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と
の
関
係
に
つ

　
い
て
は
、
拙
稿
「
ザ
ポ
ロ
ー
ジ
エ
・
カ
ザ
ー
ク
と
ウ
ク
ラ
イ
ナ
　
（
一
七
世
紀
後

　
半
）
」
『
西
洋
史
学
』
＝
二
八
号
参
照
。
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三
　
ザ
ポ
隠
ー
ジ
エ
・
カ
ザ
ー
ク
と
北
部
入
植
地

　
新
旧
ー
チ
期
の
ザ
ポ
ロ
ー
ジ
エ
・
カ
ザ
ー
ク
と
北
部
入
植
地
と
の
関
係
を
考
察
す
る
に
あ
た
り
、
ま
ず
、
議
論
の
前
提
と
し
て
ザ
ポ
ロ
ー
ジ

エ
に
お
け
る
人
口
の
変
化
を
明
ら
か
に
し
、
こ
れ
を
第
一
章
で
み
た
北
部
入
植
地
の
人
口
動
態
と
比
較
検
討
す
る
こ
と
か
ら
は
じ
め
た
い
　
（
以

下
、
人
口
数
は
こ
と
わ
り
の
な
い
か
ぎ
り
男
子
）
。

　
最
初
に
、
カ
ザ
ー
ク
の
ク
リ
ミ
ヤ
富
国
か
ら
の
帰
還
の
直
後
で
あ
る
が
、
こ
の
時
点
で
は
、
い
ま
だ
入
植
の
端
緒
が
開
か
れ
た
ば
か
り
の
北

部
入
植
地
に
比
べ
、
南
ウ
ク
ラ
イ
ナ
の
も
と
か
ら
の
住
人
で
あ
っ
た
カ
ザ
ー
ク
の
数
的
優
位
は
ゆ
る
が
な
い
。
一
七
三
四
年
に
帰
還
し
た
ザ
ポ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
①

ロ
ー
ジ
エ
・
カ
ザ
ー
ク
の
数
が
一
万
名
（
他
に
ご
く
少
数
の
妻
帯
カ
ザ
ー
ク
と
農
民
）
で
あ
っ
た
の
に
対
し
、
北
部
の
　
「
ザ
ド
ニ
エ
プ
ル
の
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地
」
で
は
同
じ
こ
ろ
に
約
二
〇
〇
〇
名
、
一
七
三
一
年
か
ら
建
設
の
は
じ
ま
っ
た
ウ
ク
ラ
イ
ナ
・
ラ
イ
ン
の
人
口
も
四
〇
年
に
よ
う
や
く
六
一

六
七
名
に
達
し
た
に
す
ぎ
な
い
。
し
か
し
、
こ
の
数
的
な
優
劣
は
、
は
や
く
も
一
七
四
〇
年
代
な
か
ば
ま
で
に
逆
転
す
る
。
帰
還
以
後
の
ザ
ポ

ロ
ー
ジ
エ
・
カ
ザ
ー
ク
の
入
口
は
、
一
七
三
五
－
三
九
年
の
ロ
シ
ア
u
ト
ル
コ
戦
争
に
よ
る
損
害
も
あ
っ
て
停
滞
気
味
で
あ
り
、
一
七
四
五
年

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
②

の
時
点
で
も
一
万
一
一
〇
九
々
に
と
ど
ま
っ
た
。
　
こ
の
間
、
北
部
入
植
地
に
お
け
る
人
口
の
増
加
は
め
ざ
ま
し
い
。
一
七
四
五
年
、
「
ザ
ド
ニ

エ
プ
ル
の
地
」
に
九
七
〇
〇
名
、
ウ
ク
ラ
イ
ナ
・
ラ
イ
ン
に
一
万
二
四
四
四
名
と
、
北
部
の
合
計
入
口
は
ザ
ポ
冒
ー
ジ
エ
の
二
倍
に
達
し
た
。

　
つ
ぎ
に
、
北
部
植
民
の
第
二
期
、
い
わ
ゆ
る
「
セ
ル
ビ
ア
人
入
植
の
時
代
」
に
は
、
北
部
入
植
地
の
数
的
な
優
位
が
ま
す
ま
す
顕
著
と
な
っ

て
い
く
。
こ
の
時
期
、
ザ
ポ
ロ
ー
ジ
エ
に
お
い
て
も
漸
次
、
人
口
の
増
加
が
み
ら
れ
、
一
七
六
〇
年
代
は
じ
め
に
は
、
一
万
八
七
六
九
名
を
数

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
③

北部入植地とザポロージェの人口比（男子）

代IA北部入ee地iBザ・f・P一ジエIA／B年

　
　
　
ぷ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

α8

≠艨

肥
酪
娼
舗
銘
器

　
　
　
（
　
　
　
　
（
　
　
　
　
（

0，000

1，109

8，769

0，602

4，000

，167

2，144

8．718

16，047
（90，387）

31，985
108，582）

50，766
124，045）

734－40

745

760年代初

764

770年代初

775

）内はエカテリーナ，エリサヴェトグラート両郡のみ

は1760年代初のザポP一ジエとの人口比

る
ま
で
に
な
る
が
、
北
部
入
植
地
の
人
口
増
は
、
そ
れ
を
は
る
か
に
上
ま
わ
っ
た
。
多
少
の
年

的
な
ば
ら
つ
き
は
あ
る
も
の
の
六
〇
年
代
初
頭
、
北
部
入
植
地
の
各
地
域
の
人
口
は
、
　
ノ
ー

ァ
や
腱
セ
ル
ビ
ア
六
三
〇
五
内
（
一
七
六
一
年
）
、
ウ
ク
ラ
イ
ナ
・
ラ
イ
ン
一
万
二
六
九
二
名

一七

Z
二
年
）
、
　
ノ
ヴ
ォ
ス
ロ
ボ
ト
ス
キ
ー
・
カ
ザ
…
ク
連
隊
区
一
万
九
六
四
五
名
、
　
ス
ラ
ヴ

ノ
胴
セ
ル
ピ
ア
ー
万
七
六
名
（
一
七
六
三
年
）
を
数
え
た
。
こ
れ
ら
の
合
計
は
、
四
万
八
七
一

名
。
す
な
わ
ち
「
セ
ル
ビ
ア
人
入
植
の
時
代
」
の
末
期
、
北
部
入
植
地
の
人
口
は
ザ
ポ
ロ
ー
ジ

の
二
・
六
倍
に
達
し
た
の
で
あ
る
。

最
後
に
、
北
部
植
民
の
第
三
期
、
一
七
六
四
年
の
ノ
ヴ
ォ
ロ
シ
ア
県
の
設
立
以
降
に
つ
い
て
。

出
ー
チ
期
の
末
葉
に
あ
た
る
同
期
の
人
口
史
上
の
特
徴
は
、
ノ
ヴ
ォ
ロ
シ
ア
県
設
立
の
直
後
に

部
入
植
地
の
対
ザ
ポ
ロ
ー
ジ
エ
人
口
比
が
最
大
に
達
し
、
そ
の
後
し
だ
い
に
比
率
が
下
が
っ
て

く
、
と
い
う
点
に
あ
る
。
一
七
六
四
年
、
設
立
さ
れ
た
ぼ
か
り
の
ノ
ヴ
ォ
ロ
シ
ア
県
の
人
口
は

　
　
　
　
　
　
④

万
六
〇
四
七
名
。
六
〇
年
代
は
じ
め
の
ザ
ポ
ロ
ー
ジ
エ
の
一
万
八
七
六
九
名
と
比
べ
る
と
、

15 919）



実
に
六
・
二
倍
で
あ
る
。
こ
れ
を
頂
点
に
、
そ
の
後
ノ
ヴ
ォ
ロ
シ
ア
県
の
人
口
の
伸
び
が
に
ぶ
り
、
か
わ
っ
て
ザ
ポ
ロ
ー
ジ
エ
の
人
口
増
の
ペ

ー
ス
が
加
速
し
た
こ
と
に
よ
り
、
前
者
の
後
者
に
対
す
る
人
口
比
は
、
し
だ
い
に
小
さ
く
な
っ
て
い
く
。
　
一
七
七
二
年
の
ノ
ヴ
ォ
ロ
シ
ア
県
の

　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑤
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑥

人
口
一
三
万
一
九
八
五
名
に
対
し
七
〇
年
代
な
じ
め
の
ザ
ポ
ロ
ー
ジ
エ
の
三
士
六
〇
二
名
　
（
四
・
三
倍
）
、
　
一
七
七
五
年
に
は
一
五
万
七
六
六

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑦

名
に
対
し
五
万
四
〇
〇
〇
名
（
二
・
八
倍
）
と
い
う
具
合
に
。
ま
た
、
ノ
ヴ
ォ
獄
シ
ア
県
の
う
ち
、
ザ
ポ
ロ
ー
ジ
エ
・
カ
ザ
ー
ク
が
元
来
自
分

た
ち
の
支
配
領
域
で
あ
る
と
み
な
し
て
い
た
エ
カ
テ
リ
ー
ナ
、
エ
リ
サ
ヴ
ェ
ト
グ
ラ
ー
ト
両
郡
の
人
口
と
、
そ
の
対
ザ
ポ
ロ
ー
ジ
等
比
を
み
て

も
、
一
七
六
四
年
九
万
三
八
七
名
（
四
・
八
倍
）
、
一
七
七
二
年
一
〇
万
八
五
八
二
名
（
三
・
五
倍
）
、
一
七
七
五
年
一
二
万
四
〇
四
五
名
（
二

　
　
　
　
　
　
⑧

・
三
倍
）
に
な
る
。

　
南
ウ
ク
ラ
イ
ナ
植
民
の
第
一
、
二
期
、
ザ
ポ
ロ
ー
ジ
エ
に
比
べ
て
北
部
入
植
地
の
優
位
の
う
ち
に
進
展
し
た
人
口
増
の
ペ
ー
ス
が
、
第
三
期

の
ノ
ヴ
ォ
ロ
シ
ア
県
時
代
に
逆
転
し
た
の
は
な
ぜ
か
。
そ
の
主
因
と
し
て
は
、
ザ
ポ
ロ
ー
ジ
エ
・
カ
ザ
…
ク
の
北
部
入
植
地
に
対
す
る
襲
撃
と
、

そ
れ
に
と
も
な
う
人
口
の
移
動
が
あ
げ
ら
れ
る
。
以
下
、
こ
の
点
に
つ
き
、
い
さ
さ
か
敷
衛
を
試
み
る
と
し
た
い
。

　
新
セ
ー
チ
期
、
ザ
ポ
ロ
ー
ジ
エ
・
カ
ザ
ー
ク
は
北
部
入
植
地
の
拡
大
に
よ
り
支
配
領
域
の
縮
小
を
よ
ぎ
な
く
さ
れ
て
い
く
が
、
彼
ら
は
こ
の

処
遇
を
甘
ん
じ
て
受
け
た
の
か
。
む
ろ
ん
否
で
あ
る
。
カ
ザ
ー
ク
は
ま
ず
合
法
的
な
手
段
を
通
じ
て
権
利
を
回
復
せ
ん
と
し
た
。
ザ
ポ
ロ
ー
ジ

エ
・
カ
ザ
ー
ク
は
、
つ
と
に
一
七
四
〇
年
代
よ
り
ロ
シ
ア
政
府
に
対
し
、
入
植
地
を
撤
廃
し
、
土
地
を
自
分
た
ち
に
返
す
よ
う
い
く
度
と
な
く

　
　
　
　
　
　
⑨

請
い
願
っ
て
い
る
。
と
り
わ
け
、
一
七
五
六
年
以
降
、
七
五
年
の
新
沢
ー
チ
の
廃
絶
に
い
た
る
ま
で
の
問
は
ザ
ポ
ロ
ー
ジ
エ
か
ら
派
遣
さ
れ
た

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑱

代
表
が
首
都
に
ほ
ぼ
常
駐
し
請
願
を
つ
づ
け
た
。
こ
れ
に
対
し
、
政
府
は
カ
ザ
ー
ク
の
訴
え
を
頭
か
ら
退
け
る
で
も
な
い
が
、
彼
ら
の
言
い
分

を
容
れ
る
で
も
な
い
、
と
い
う
あ
い
ま
い
な
態
度
を
と
り
つ
つ
、
そ
の
間
も
北
部
へ
の
入
植
を
漸
次
、
進
め
て
い
く
。

　
こ
の
た
め
業
を
煮
や
し
た
カ
ザ
ー
ク
は
、
請
願
と
い
う
合
法
的
な
手
段
に
と
ど
ま
ら
ず
、
実
力
行
使
す
な
わ
ち
北
部
入
植
地
へ
の
襲
撃
と
い

う
挙
に
で
る
よ
う
に
な
る
。
一
七
六
〇
年
代
末
よ
り
カ
ザ
ー
ク
は
、
ノ
ヴ
ォ
ロ
シ
ア
県
の
エ
カ
テ
リ
ー
ナ
、
エ
リ
サ
ヴ
ェ
ト
グ
ラ
ー
ト
尚
郡
に

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑪

対
し
激
し
い
襲
撃
を
く
り
か
え
す
（
カ
ザ
ー
ク
が
も
と
も
と
自
分
た
ち
の
支
配
領
域
と
考
え
て
い
な
か
っ
た
パ
フ
ム
ー
ト
郡
の
み
は
、
襲
繋
の

116　（920）
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⑫

対
象
と
は
な
ら
ず
）
。
そ
の
結
果
、
　
エ
カ
テ
リ
ー
ナ
、
　
エ
リ
サ
ヴ
ェ
ト
グ
ラ
ー
ト
両
州
は
、
一
七
六
七
－
七
四
年
の
間
だ
け
で
総
計
二
三
万
二

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑬

六
九
五
ル
ー
ブ
ル
相
等
の
損
害
を
こ
う
む
っ
た
。
こ
う
し
た
物
質
的
な
被
害
の
甚
大
さ
も
さ
る
こ
と
な
が
ら
、
植
民
史
に
お
い
て
よ
り
重
要
な

の
は
、
襲
撃
に
と
も
な
っ
て
生
じ
た
大
規
模
な
人
口
の
移
動
で
あ
る
。
カ
ザ
ー
ク
は
、
一
七
六
七
－
七
四
年
半
か
け
て
の
両
君
へ
の
襲
撃
に
際

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑭

し
、
多
数
の
住
民
を
ザ
ポ
ロ
ー
ジ
エ
に
連
れ
去
っ
た
。
そ
の
数
に
つ
い
て
は
諸
説
が
あ
る
が
、
少
な
く
見
積
っ
て
男
子
二
七
〇
五
名
、
多
く
み

　
　
　
　
　
⑮
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑯

て
五
四
五
五
名
に
の
ぼ
っ
た
と
さ
れ
る
。
後
者
の
場
合
に
は
、
女
性
も
含
め
る
と
一
万
名
近
い
入
々
が
北
部
入
植
地
か
ら
ザ
ポ
ロ
ー
ジ
エ
に
移

っ
た
わ
け
だ
。

　
問
題
は
、
こ
う
し
た
大
規
模
な
人
口
の
移
動
が
、
た
だ
襲
撃
の
際
の
強
制
に
よ
っ
て
の
み
実
現
し
た
の
で
は
な
か
っ
た
、
と
い
う
点
に
あ
る
。

ロ
シ
ア
の
南
部
辺
境
は
、
古
来
、
た
え
ま
な
く
タ
タ
ー
ル
の
襲
撃
を
受
け
、
そ
の
つ
ど
多
く
の
人
々
が
奴
隷
と
し
て
売
ら
れ
る
べ
く
、
連
れ
去

ら
れ
た
。
ザ
ポ
ロ
ー
ジ
エ
・
カ
ザ
ー
ク
に
よ
る
連
れ
去
り
は
、
こ
の
よ
う
な
タ
タ
…
ル
の
奴
隷
狩
り
と
は
明
瞭
な
一
線
を
画
さ
る
べ
き
も
の
で

あ
っ
た
。
こ
の
点
、
ノ
ヴ
ォ
ロ
シ
ア
県
住
民
の
ザ
ポ
ロ
ー
ジ
エ
・
カ
ザ
ー
ク
に
対
す
る
好
意
的
な
態
度
を
説
く
の
が
、
ポ
ロ
ン
シ
カ
ー
ヴ
ァ
シ

レ
ソ
コ
で
あ
る
。
彼
女
は
、
わ
ず
か
二
〇
名
の
カ
ザ
ー
ク
が
二
〇
一
二
五
家
族
の
入
植
者
を
ザ
ポ
μ
ー
ジ
エ
に
連
れ
去
っ
た
例
な
ど
を
引
き
な

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑰

が
ら
、
住
民
が
磨
発
的
に
北
部
入
植
地
を
去
っ
た
可
能
性
を
示
唆
す
る
。
ロ
シ
ア
人
と
カ
ザ
ー
ク
と
が
あ
ま
り
交
渉
を
持
た
な
か
っ
た
一
方
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑱

ウ
ク
ラ
イ
ナ
人
や
ヴ
ァ
ラ
キ
ア
人
は
、
強
制
に
よ
る
よ
り
も
、
む
し
ろ
す
す
ん
で
ザ
ポ
ロ
ー
ジ
エ
に
去
っ
た
、
と
い
う
。
と
す
れ
ば
、
こ
と
は

連
れ
去
り
と
い
う
よ
り
も
、
む
し
ろ
ザ
ポ
ロ
ー
ジ
エ
・
カ
ザ
ー
ク
の
襲
撃
を
利
用
し
た
逃
亡
と
み
な
さ
れ
る
べ
き
で
は
な
い
か
。

　
こ
の
逃
亡
と
い
う
観
点
を
さ
ら
に
明
確
に
う
ち
だ
し
て
い
る
の
が
、
ゴ
ロ
ブ
ー
ツ
キ
ー
で
あ
る
。
彼
は
、
逃
亡
の
生
じ
た
背
景
と
し
て
、
ノ

ヴ
ォ
ロ
シ
ア
県
の
設
立
に
あ
た
り
左
岸
ウ
ク
ラ
イ
ナ
の
住
民
が
槍
騎
兵
連
隊
区
に
編
入
さ
れ
（
第
一
章
参
照
）
、
槍
騎
兵
と
な
っ
た
際
に
、
こ
の

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑲

処
置
に
不
満
を
感
じ
て
い
た
こ
と
を
あ
げ
る
。
不
満
を
い
だ
い
た
槍
騎
兵
は
、
逃
亡
を
試
み
る
一
方
、
一
七
六
七
1
七
〇
年
に
か
け
一
連
の
反

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑳

乱
に
決
起
し
た
。
こ
れ
が
一
七
六
九
一
七
〇
年
に
鎮
圧
さ
れ
た
後
、
彼
ら
の
ザ
ポ
ロ
ー
ジ
エ
へ
の
逃
亡
は
、
と
り
わ
け
活
発
に
な
っ
て
い
く
。

槍
騎
兵
は
、
お
り
か
ら
激
し
さ
を
増
し
た
ザ
ポ
ロ
ー
ジ
エ
・
カ
ザ
ー
ク
の
襲
撃
に
乗
じ
て
北
部
入
植
地
を
あ
と
に
し
た
。
実
際
、
カ
ザ
ー
ク
と
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⑳

と
も
に
ザ
ポ
ロ
ー
ジ
エ
に
去
っ
た
ノ
ヴ
ォ
ロ
シ
ア
梨
の
住
民
の
多
く
が
、
槍
騎
兵
連
隊
区
に
所
属
し
て
い
た
の
で
あ
る
。

　
一
八
世
紀
の
南
ウ
ク
ラ
イ
ナ
は
、
南
北
二
つ
の
構
成
部
分
か
ら
成
っ
て
い
た
。
北
部
の
入
植
地
と
南
部
の
ザ
ポ
ロ
ー
ジ
エ
・
カ
ザ
ー
ク
で
あ

る
。
ロ
シ
ア
国
家
に
と
り
、
カ
ザ
；
ク
が
入
植
地
を
守
る
防
壁
と
な
り
、
そ
の
間
、
北
部
へ
の
入
植
が
順
調
に
進
め
ば
両
者
の
関
係
は
理
想
的

で
あ
る
と
い
え
た
。
こ
の
い
わ
ば
ロ
シ
ア
国
家
の
論
理
に
則
し
た
南
ウ
ク
ラ
イ
ナ
南
北
の
役
割
分
担
が
、
現
実
に
機
能
し
た
の
が
入
植
の
第
一
、

二
期
で
あ
る
。
こ
の
間
、
ロ
シ
ア
ー
ト
ル
コ
戦
争
へ
の
従
軍
を
は
じ
め
ク
リ
ミ
ヤ
煙
波
、
ト
ル
コ
の
攻
撃
の
矢
面
に
立
っ
た
ザ
ポ
ロ
ー
ジ
エ
を

盾
と
し
て
、
北
部
入
植
地
は
め
ざ
ま
し
い
勢
い
で
人
口
増
を
達
成
す
る
。

　
だ
が
、
こ
と
は
そ
う
い
つ
ま
で
も
ロ
シ
ア
国
家
の
思
い
通
り
に
は
運
ば
な
い
。
入
植
の
第
三
期
、
と
く
に
一
七
六
〇
年
代
末
に
は
い
る
と
、

ザ
ポ
ロ
ー
ジ
エ
は
、
北
部
入
植
地
を
守
り
人
口
増
を
助
長
す
る
ど
こ
ろ
か
、
逆
に
こ
れ
を
阻
害
す
る
も
の
と
さ
え
な
っ
て
い
く
。
第
一
章
で
見

た
よ
う
に
、
ノ
ヴ
ォ
ロ
シ
ア
県
エ
カ
テ
リ
ー
ナ
郡
の
ボ
ニ
エ
プ
ル
槍
騎
兵
連
隊
区
は
、
一
七
六
七
年
か
ら
七
二
年
に
か
け
、
男
子
人
P
の
一
三

・
四
パ
ー
セ
ン
ト
と
い
う
カ
タ
ス
ト
ロ
フ
ィ
ッ
ク
な
人
口
減
を
記
録
し
た
。
同
区
は
、
一
七
六
八
一
七
四
年
の
ロ
シ
ア
腫
ト
ル
コ
戦
争
中
の
ク

リ
ミ
ャ
・
タ
タ
ー
ル
に
よ
る
襲
撃
を
ま
ぬ
が
れ
て
い
た
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
で
あ
る
。
こ
の
急
激
な
人
口
減
の
原
因
と
し
て
は
、
ザ
ポ
ロ
ー
ジ

エ
・
カ
ザ
ー
ク
に
よ
る
連
れ
去
り
（
な
い
し
は
カ
ザ
ー
ク
の
襲
撃
を
利
用
し
た
逃
亡
）
に
思
い
を
い
た
さ
ざ
る
を
え
な
い
。

　
さ
ら
に
、
こ
こ
で
は
ザ
ポ
ロ
ー
ジ
エ
へ
の
人
口
の
移
動
と
北
部
入
植
地
の
社
会
構
成
、
と
り
わ
け
農
奴
人
口
の
分
布
と
の
関
連
に
つ
い
て
も

注
意
を
う
な
が
し
て
お
き
た
い
。
　
ノ
ヴ
ォ
ロ
シ
ア
県
時
代
、
　
エ
リ
サ
ヴ
ェ
ト
グ
ラ
ー
ト
郡
で
は
農
奴
人
口
が
急
増
し
、
　
一
七
七
二
年
に
は
二

万
四
九
八
四
名
（
男
女
）
を
数
え
る
ま
で
に
な
る
が
、
そ
の
九
割
以
上
が
同
等
北
部
の
二
つ
の
連
隊
区
に
集
申
し
、
南
部
の
二
連
隊
区
に
は
ご

く
わ
ず
か
の
農
奴
し
か
住
ん
で
い
な
か
っ
た
（
第
一
章
参
照
）
。
　
南
部
の
二
連
隊
区
の
領
主
層
は
、
い
ま
だ
か
の
地
に
農
民
を
移
り
住
ま
わ
せ
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
㊧

農
奴
化
す
る
決
心
が
つ
か
な
か
っ
た
の
で
あ
る
。
こ
う
し
た
農
奴
人
口
の
分
布
に
お
け
る
極
端
な
偏
り
と
の
関
連
で
注
目
に
値
す
る
の
が
、
こ

れ
も
ま
た
い
ち
じ
る
し
い
地
理
的
偏
差
を
示
し
た
ザ
ポ
ロ
ー
ジ
エ
へ
の
人
口
移
動
で
あ
る
。
一
七
六
七
…
七
四
年
の
問
、
カ
ザ
ー
ク
の
襲
撃
に

際
し
て
エ
リ
サ
ヴ
ェ
ト
グ
ラ
ー
ト
郡
か
ら
立
ち
去
っ
た
五
二
九
三
名
の
う
ち
、
実
に
四
七
九
四
名
（
九
〇
・
六
パ
ー
セ
ン
ト
）
が
二
子
南
部
の
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二
連
隊
区
の
住
民
に
よ
っ
て
占
め
ら
れ
た
。
エ
リ
サ
ヴ
ェ
ト
グ
ラ
…
ト
郡
の
南
部
に
は
、
ザ
ポ
ロ
ー
ジ
エ
へ
と
通
じ
る
大
き
な
風
穴
が
開
け
ら

れ
て
い
た
の
で
あ
る
。
換
言
す
る
な
ら
ば
、
農
奴
利
用
の
不
可
欠
の
前
提
と
な
る
べ
き
農
民
の
土
地
へ
の
緊
縛
と
い
う
条
件
が
欠
け
て
い
た
わ

け
で
あ
る
。
南
部
の
二
連
隊
区
に
農
奴
が
ほ
と
ん
ど
存
在
し
な
か
っ
た
の
も
、
む
べ
な
る
か
な
と
い
わ
ね
ば
な
ら
な
い
。

　
農
奴
制
に
基
礎
を
お
く
一
八
世
紀
の
ロ
シ
ア
国
家
に
と
り
、
こ
の
よ
う
な
事
態
は
ゆ
ゆ
し
き
問
題
で
あ
っ
た
。
社
会
制
度
の
根
幹
を
な
す
農

奴
制
を
あ
ら
た
に
ロ
シ
ア
領
と
な
っ
た
地
域
に
も
敷
外
し
て
い
く
。
こ
れ
こ
そ
が
ロ
シ
ア
国
家
の
側
か
ら
み
た
辺
境
の
「
正
し
い
」
開
発
の
あ

り
方
に
他
な
ら
な
い
。
そ
の
意
味
で
カ
ザ
；
ク
の
襲
撃
は
、
北
部
入
植
地
の
「
正
し
い
」
発
展
を
阻
害
す
る
「
悪
影
響
」
で
あ
っ
た
と
い
え
よ

・
つ
。　

ザ
ポ
ロ
ー
ジ
エ
の
北
部
入
植
地
に
対
す
る
「
悪
影
響
」
に
つ
い
て
も
う
ひ
と
つ
、
社
会
的
騒
乱
の
連
動
と
い
う
点
も
み
の
が
せ
な
い
。
こ
れ

は
、
ノ
ヴ
ォ
ロ
シ
ア
県
設
立
時
、
槍
騎
兵
連
隊
区
に
編
入
さ
れ
た
旧
左
岸
ウ
ク
ラ
イ
ナ
住
民
の
間
に
お
け
る
不
満
の
醍
醸
と
切
り
離
せ
な
い
現

象
で
あ
っ
た
。
不
満
を
い
だ
い
た
槍
騎
兵
は
、
先
に
述
べ
た
よ
う
に
、
ザ
ポ
ロ
ー
ジ
エ
へ
の
逃
亡
を
試
み
る
一
方
、
一
七
六
七
－
七
〇
年
に
か

け
一
連
の
反
乱
に
決
起
し
て
い
る
。
こ
の
「
槍
騎
兵
の
反
乱
」
は
、
ザ
ポ
ロ
ー
ジ
エ
の
不
満
分
子
が
中
心
と
な
っ
て
起
こ
し
た
騒
乱
i
ガ
イ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑳
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑱

ダ
マ
ク
運
動
の
頂
点
と
さ
れ
る
一
七
六
八
年
春
か
ら
秋
に
か
け
て
の
コ
リ
イ
ー
フ
シ
チ
ナ
、
同
年
十
二
月
の
セ
ー
チ
に
お
け
る
セ
ロ
マ
の
蜂
起

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑱

1
と
密
接
な
関
係
を
持
ち
な
が
ら
進
め
ら
れ
た
の
で
あ
る
。
ウ
ク
ラ
イ
ナ
史
に
お
い
て
は
、
民
衆
の
社
会
的
不
満
は
、
ザ
ポ
ロ
ー
ジ
エ
・
カ

ザ
ー
ク
の
起
こ
す
騒
乱
と
た
や
す
く
結
び
つ
く
と
い
う
伝
統
が
あ
っ
た
。
左
岸
ウ
ク
ラ
イ
ナ
出
身
者
を
中
核
と
す
る
槍
騎
兵
の
反
乱
と
ザ
ポ
ロ

ー
ジ
エ
の
騒
乱
と
の
連
動
は
、
か
か
る
伝
統
の
一
ヴ
ァ
リ
ア
ン
ト
と
み
な
さ
れ
る
で
あ
ろ
う
。

　
ザ
ポ
ロ
ー
ジ
エ
を
楯
に
南
ウ
ク
ラ
イ
ナ
北
部
の
植
民
を
は
か
る
と
い
う
ロ
シ
ア
政
府
の
図
式
は
、
か
く
し
て
一
七
六
〇
年
代
宋
よ
リ
カ
ザ
ー

ク
の
北
部
入
植
地
へ
の
襲
撃
を
は
じ
め
と
す
る
一
連
の
「
悪
影
響
」
に
よ
っ
て
破
綻
し
て
い
く
。
そ
れ
で
も
、
ザ
ポ
戸
ー
ジ
エ
が
北
部
入
植
地

に
対
す
る
タ
タ
ー
ル
の
攻
撃
を
遮
断
す
る
防
壁
と
し
て
の
機
能
を
十
分
に
は
た
し
て
い
れ
ぼ
、
ま
だ
し
も
な
の
で
あ
っ
た
が
、
こ
の
点
に
つ
い

て
も
問
題
が
生
じ
て
い
た
。
そ
の
端
的
な
例
と
し
て
、
一
七
六
八
一
七
四
年
の
ロ
シ
ア
H
ト
ル
コ
戦
争
の
初
期
に
カ
ザ
ー
ク
が
示
し
た
態
度
を
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あ
げ
て
お
き
た
い
。

　
一
七
六
九
年
一
月
、
タ
タ
ー
ル
の
遠
征
軍
が
ザ
ポ
ロ
ー
ジ
エ
と
ノ
ヴ
ォ
ロ
シ
ア
県
の
エ
リ
サ
ヴ
ェ
ト
グ
ラ
ー
ト
郡
を
襲
っ
た
。
こ
の
時
、
カ

ザ
ー
ク
は
防
衛
の
た
め
の
努
力
を
ほ
と
ん
ど
払
わ
な
か
っ
た
の
で
あ
る
。
カ
ザ
ー
ク
が
と
っ
た
こ
の
奇
妙
な
行
動
の
背
景
を
め
ぐ
っ
て
は
、
爾

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑳

来
さ
ま
ざ
ま
な
説
閉
が
な
さ
れ
て
き
た
。
そ
の
一
つ
と
し
て
、
彼
ら
は
タ
タ
ー
ル
に
内
通
し
て
い
た
の
だ
、
と
い
う
説
が
あ
る
。
内
通
説
に
つ

い
て
は
、
否
定
的
な
見
方
も
あ
る
が
、
ザ
ポ
ロ
ー
ジ
エ
の
伝
統
的
な
対
外
政
策
か
ら
み
て
か
な
ら
ず
し
も
考
え
ら
れ
な
い
わ
け
で
は
な
い
。
一

六
世
紀
以
来
、
時
に
応
じ
て
ク
リ
ミ
ヤ
の
タ
タ
ー
ル
と
連
合
し
て
周
辺
の
大
国
ー
ロ
シ
ア
、
ポ
ー
ラ
ン
ド
、
ト
ル
コ
ー
に
対
抗
す
る
、
と

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
㊧

い
う
の
が
ザ
ポ
ロ
ー
ジ
、
エ
の
お
家
芸
と
も
い
う
べ
き
外
交
政
策
で
あ
っ
た
。
ま
た
、
北
部
入
植
地
を
敵
視
す
る
カ
ザ
ー
ク
が
、
そ
れ
へ
と
通
ず

る
道
を
阻
む
べ
く
タ
タ
ー
ル
の
前
に
立
ち
は
だ
か
る
気
に
は
な
れ
な
か
っ
た
、
と
い
う
こ
と
も
あ
り
え
よ
う
。
い
ず
れ
に
せ
よ
、
内
通
の
真
偽

は
お
く
と
し
て
、
問
題
は
一
七
六
九
年
の
タ
タ
ー
ル
の
来
襲
に
際
し
、
ザ
ポ
ロ
ー
ジ
エ
が
北
部
入
植
地
を
守
る
防
壁
と
な
ら
な
か
っ
た
、
と
い

う
事
実
で
あ
る
。

　
ロ
シ
ア
政
府
は
、
こ
の
頼
り
が
い
の
な
い
防
壁
を
補
う
べ
く
一
七
六
八
一
七
四
年
前
対
ト
ル
コ
戦
争
の
渦
中
、
ク
リ
ミ
ヤ
汗
国
封
じ
込
め
用

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑳

の
あ
ら
た
な
防
衛
線
の
設
営
に
の
り
だ
す
。
一
七
七
〇
年
に
は
じ
ま
っ
た
ド
ニ
エ
プ
ル
・
ラ
イ
ン
ー
ド
ニ
エ
プ
ル
河
か
ら
ア
ゾ
フ
海
に
か
け

一
の
建
設
が
そ
れ
で
あ
る
。
従
来
、
ロ
シ
ア
国
家
の
対
タ
タ
ー
ル
防
衛
線
、
入
植
地
の
設
営
は
、
も
っ
ぱ
ら
ザ
ポ
ロ
ー
ジ
エ
の
北
方
よ
り
ヴ

ォ
ー
リ
ノ
ス
チ
を
蚕
食
す
る
か
た
ち
で
進
め
ら
れ
て
き
た
。
こ
れ
に
対
し
、
ド
ニ
エ
プ
ル
・
ラ
イ
ン
は
、
史
上
は
じ
め
て
ザ
ポ
環
ー
ジ
エ
の
南

方
に
設
け
ら
れ
、
い
わ
ば
ザ
ポ
ロ
ー
ジ
エ
と
ク
リ
ミ
ヤ
点
葉
と
の
問
に
打
ち
込
ま
れ
た
く
さ
び
と
な
っ
た
。
こ
の
点
、
ド
ニ
エ
プ
ル
・
ラ
イ
ン

の
持
つ
意
義
は
画
期
的
と
い
わ
ね
ぼ
な
ら
な
い
が
、
ロ
シ
ア
ー
ト
ル
コ
戦
争
の
帰
趨
は
こ
の
ラ
イ
ン
す
ら
無
用
な
も
の
と
し
て
い
く
。
一
七
七

四
年
、
戦
争
に
勝
利
し
た
ロ
シ
ア
は
、
ト
ル
コ
と
ク
チ
ュ
ク
u
カ
イ
ナ
ル
ジ
条
約
を
結
び
、
ク
リ
ミ
ヤ
汗
国
を
ト
ル
コ
の
宗
主
下
か
ら
解
き
、

逆
に
将
来
こ
れ
を
自
国
の
領
土
と
化
す
べ
く
独
立
さ
せ
た
（
実
際
、
八
三
年
に
は
亡
国
を
併
舎
）
。
タ
タ
ー
ル
の
脅
威
の
消
滅
で
あ
る
。
そ
れ

と
と
も
に
、
ザ
ポ
ロ
ー
ジ
エ
の
新
セ
ー
チ
に
も
最
後
の
日
が
せ
ま
る
こ
と
と
な
る
の
で
あ
る
。
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ロ
シ
ア
期
ト
ル
コ
戦
争
終
結
の
翌
一
七
七
五
年
、
ロ
シ
ア
政
府
は
ザ
ポ
ロ
ー
ジ
エ
・
セ
ー
チ
の
廃
絶
を
決
定
し
た
。
政
府
の
命
を
受
け
た
テ

ケ
ー
リ
イ
将
軍
の
率
い
る
ロ
シ
ア
軍
が
、
六
月
五
日
、
セ
ー
チ
を
占
領
。
こ
こ
に
ザ
ポ
ロ
ー
ジ
エ
の
新
セ
ー
チ
時
代
は
、
あ
っ
け
な
い
幕
切
れ

を
迎
え
る
。
μ
シ
ア
政
府
が
、
こ
の
一
見
と
う
と
つ
に
も
思
え
る
セ
ー
チ
廃
絶
の
決
定
を
下
し
た
動
機
は
何
に
あ
っ
た
の
か
。
以
下
、
こ
の
問

い
に
対
す
る
答
え
を
も
っ
て
本
章
の
し
め
く
く
り
と
し
た
い
。

　
ゴ
胃
ブ
ー
ツ
キ
ー
を
は
じ
め
多
く
の
研
究
者
は
、
セ
ー
チ
廃
絶
の
動
機
を
軍
事
的
な
観
点
か
ら
説
明
す
る
。
一
七
七
四
年
の
ク
チ
ュ
ク
臓
カ

イ
ナ
ル
ジ
条
約
の
締
結
に
よ
り
、
ク
リ
ミ
ヤ
汗
国
は
ト
ル
コ
の
対
潔
シ
ア
転
用
の
尖
兵
た
る
こ
と
を
や
め
た
。
そ
の
結
果
、
タ
タ
ー
ル
の
襲
撃

か
ら
南
方
を
守
る
前
哨
と
し
て
の
ザ
ポ
。
ー
ジ
エ
・
セ
ヨ
チ
の
軍
事
的
な
意
義
も
失
わ
れ
た
・
㎏
・
話
の
筋
と
し
て
は
・
そ
の
通
り
で
あ
ろ
う
・

し
か
し
、
こ
の
説
明
だ
け
で
は
、
セ
ー
チ
廃
絶
の
必
然
性
が
十
分
に
解
明
さ
れ
た
と
は
い
い
が
た
い
。
そ
れ
は
、
他
の
カ
ザ
ー
ク
集
団
が
た
ど

っ
た
運
命
を
ひ
き
あ
い
に
だ
せ
ば
明
ら
か
で
あ
る
。
ド
ソ
や
ヤ
イ
ー
ク
の
カ
ザ
ー
ク
集
団
も
、
元
来
は
ロ
シ
ア
国
家
の
辺
境
に
位
置
し
て
お
り
、

ロ
シ
ア
の
領
土
的
な
拡
大
に
と
も
な
い
軍
事
的
な
前
哨
と
し
て
の
意
義
を
失
っ
て
い
っ
た
。
こ
こ
ま
で
は
ザ
ポ
ロ
ー
ジ
エ
と
同
様
で
あ
る
。
そ

れ
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
こ
れ
ら
の
カ
ザ
ー
ク
は
、
特
殊
な
軍
人
身
分
へ
と
転
成
を
と
げ
つ
つ
、
ロ
シ
ア
帝
国
内
で
生
き
つ
づ
け
た
の
で
あ
る
。

　
ま
た
、
プ
ガ
チ
ョ
ー
フ
の
乱
（
一
七
七
三
i
七
五
年
）
を
は
じ
め
と
す
る
民
衆
運
動
へ
の
参
脂
と
い
う
点
か
ら
セ
ー
チ
廃
絶
の
理
由
が
説
明
さ
れ

　
　
　
　
　
　
⑫

る
場
合
も
あ
る
が
、
こ
れ
も
他
の
カ
ザ
ー
ク
の
例
と
引
き
比
べ
て
み
れ
ば
、
そ
れ
ほ
ど
説
得
的
な
わ
け
で
は
な
い
。
ド
ン
・
カ
ザ
ー
ク
は
ラ
ー

ジ
ン
の
乱
（
＝
ハ
七
〇
1
七
一
年
）
、
ブ
ラ
ー
ヴ
ィ
ソ
の
乱
（
一
七
〇
七
－
九
年
）
の
、
ヤ
イ
ー
ク
・
カ
ザ
ー
ク
は
プ
ガ
チ
ョ
ー
ブ
の
乱
の
仕
掛
け
人
、

主
犯
格
で
あ
っ
た
。
そ
れ
で
も
な
お
、
彼
ら
は
、
反
乱
鎮
圧
の
後
、
存
在
自
体
を
抹
殺
さ
れ
る
ま
で
に
は
、
い
た
っ
て
い
な
い
。
こ
れ
ら
の
乱

に
関
与
し
た
と
は
い
え
、
は
た
し
た
役
割
の
点
で
は
副
次
的
な
も
の
に
と
ど
ま
っ
た
ザ
ポ
ロ
ー
ジ
エ
・
カ
ザ
ー
ク
だ
け
が
断
絶
処
分
を
受
け
る

と
い
う
の
は
、
酷
に
す
ぎ
は
し
ま
い
か
。

　
そ
れ
ゆ
え
、
セ
ー
チ
廃
絶
の
動
機
を
解
明
す
る
に
は
、
ザ
ポ
ロ
ー
ジ
エ
・
カ
ザ
…
ク
の
み
に
か
か
わ
る
特
殊
な
背
景
に
ひ
き
つ
け
て
考
察
す

る
必
要
が
あ
ろ
う
。
こ
こ
で
う
か
び
あ
が
っ
て
く
る
の
が
、
南
ウ
ク
ラ
イ
ナ
北
部
へ
の
入
植
と
こ
れ
に
対
す
る
ザ
ポ
ロ
ー
ジ
エ
・
カ
ザ
：
ク
の
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関
係
で
あ
る
。

　
セ
ー
チ
廃
絶
か
ら
二
ヶ
月
後
の
八
月
三
日
付
け
で
出
さ
れ
た
勅
令
の
内
容
の
分
析
を
通
じ
て
廃
絶
の
動
機
を
究
明
し
よ
う
と
し
た
ボ
ロ
ン
シ

カ
u
ヴ
ァ
シ
レ
ン
コ
は
い
う
。
ロ
シ
ア
政
府
は
、
カ
ザ
ー
ク
の
生
活
を
自
堕
落
な
も
の
と
し
て
批
難
す
る
一
方
、
彼
ら
が
一
種
の
国
家
内
国
家

を
形
成
し
つ
つ
あ
る
こ
と
を
憂
慮
し
て
い
た
。
カ
ザ
ー
ク
は
、
ノ
ヴ
ォ
ロ
シ
ア
県
か
ら
何
千
人
も
の
住
民
を
連
れ
去
り
、
彼
ら
を
耕
作
に
従
事

さ
せ
て
独
自
の
農
業
シ
ス
テ
ム
を
つ
く
り
だ
し
た
。
こ
の
施
策
を
通
じ
て
カ
ザ
ー
ク
が
ロ
シ
ア
帝
国
内
に
完
全
に
自
立
し
た
国
家
を
築
こ
う
と

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑬

し
た
こ
と
こ
そ
、
ロ
シ
ア
政
府
に
よ
る
白
玉
チ
廃
絶
の
動
機
で
あ
る
、
と
。
こ
の
点
、
カ
ザ
ー
ク
の
自
立
と
農
業
の
関
係
に
つ
い
て
一
言
。

　
非
農
耕
民
で
あ
っ
た
カ
ザ
ー
ク
は
、
伝
統
的
に
ロ
シ
ア
国
家
に
穀
物
の
供
給
を
あ
お
い
で
お
り
、
こ
れ
が
彼
ら
の
ツ
ァ
ー
リ
に
対
す
る
従
属

の
主
因
と
な
っ
て
い
た
。
新
セ
ー
チ
期
の
ザ
ポ
ロ
ー
ジ
エ
に
は
、
こ
の
弱
点
を
克
服
し
よ
う
と
す
る
動
き
が
み
ら
れ
る
。
こ
れ
に
つ
い
て
は
、

つ
と
に
帝
政
期
の
ス
カ
リ
コ
ー
フ
ス
キ
i
、
シ
マ
ー
ノ
ブ
な
ど
が
注
目
し
て
い
わ
く
、
一
七
六
五
年
よ
り
新
セ
ー
チ
廃
絶
の
年
ま
で
コ
シ
ェ
ヴ

ォ
ー
イ
・
ア
タ
マ
ン
を
つ
と
め
た
カ
ル
ニ
シ
ェ
フ
ス
キ
ー
は
、
ロ
シ
ア
国
家
へ
の
従
属
の
主
因
で
あ
る
穀
物
不
足
を
解
消
す
べ
く
、
移
住
者
を

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑭

呼
び
よ
せ
、
農
業
の
振
興
に
力
を
傾
け
た
、
と
。
ま
た
、
　
ソ
ヴ
ェ
ト
期
の
ゴ
ロ
ブ
ー
ツ
キ
ー
も
ザ
ポ
R
i
ジ
エ
の
北
部
に
あ
る
数
十
の
聚
落

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑳

（
ス
ロ
ヴ
ォ
ダ
ー
）
に
お
け
る
農
業
の
奨
励
に
、
と
り
わ
け
力
が
い
れ
ら
れ
た
と
指
摘
す
る
。
こ
の
聚
落
こ
そ
は
妻
帯
カ
ザ
ー
ク
と
農
民
の
居

住
地
で
あ
り
、
北
部
入
植
地
か
ら
ザ
ポ
ロ
ー
ジ
エ
へ
の
が
れ
て
き
た
逃
亡
者
家
族
の
受
け
皿
に
他
な
ら
な
い
。
こ
う
し
た
勧
農
策
に
よ
り
、
少

な
く
と
も
一
七
五
〇
年
代
な
か
ば
ま
で
は
外
部
か
ら
の
穀
物
の
輸
入
を
不
可
欠
と
し
て
い
た
ザ
ポ
ロ
ー
ジ
エ
は
、
そ
の
後
、
逆
に
こ
れ
を
輸
出

す
る
ま
で
に
な
る
。

　
ザ
ポ
ロ
ー
ジ
エ
・
カ
ザ
ー
ク
は
、
か
く
し
て
新
セ
ー
チ
期
の
末
に
は
従
来
ロ
シ
ア
国
家
に
対
す
る
従
属
の
主
因
と
な
っ
て
い
た
食
料
不
足
を

解
消
し
つ
つ
あ
っ
た
。
こ
こ
に
い
た
り
、
南
ウ
ク
ラ
イ
ナ
北
部
の
入
植
地
は
、
ロ
シ
ア
政
府
と
ザ
ポ
ロ
ー
ジ
エ
・
カ
ザ
ー
ク
そ
れ
ぞ
れ
に
と
り
、

ま
っ
た
く
異
な
る
意
味
あ
い
を
お
び
る
こ
と
と
な
る
。
ロ
シ
ア
政
府
に
と
っ
て
は
黒
海
北
岸
へ
の
南
下
を
達
成
す
る
た
め
の
拠
点
と
し
て
の
ノ

ヴ
ォ
ロ
シ
ア
、
ザ
ポ
ロ
ー
ジ
エ
・
カ
ザ
ー
ク
に
と
っ
て
は
経
済
的
、
政
治
的
自
立
の
基
盤
と
な
る
べ
き
就
農
人
口
の
供
給
源
と
し
て
の
ヴ
ォ
ー
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リ
ノ
ス
チ
北
部
で
あ
る
。

一
七
七
五
年
の
新
点
…
チ
の
廃
絶
は
、
こ
う
し
た
ロ
シ
ア
政
府
－
ザ
ポ
ロ
ー
ジ
エ
・
カ
ザ
…
ク
間
の
利
害
関
係
の
対
立
の
帰
決
と
し
て
理
解

さ
れ
る
の
で
あ
る
。

18世紀南ウクライナの植昆とザポロージエ・カザーク（中村）
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ザ
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○
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ド
ソ
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カ
ザ
ー
ク
、
ク
リ
ミ
ヤ
・
タ
タ
ー
ル
と
の
争
い
に

　
つ
い
て
指
摘
し
た
後
、
「
し
か
し
、
こ
れ
ら
の
争
い
は
、
か
つ
て
の
ザ
ポ
ロ
ー
ジ

　
エ
領
に
新
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た
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⑳
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槍
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窪

　
㌶
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お
亀
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あ
げ
る
数
で
も
、
前
者
か
ら
連
れ
去
ら
れ
た
男

　
女
五
二
九
三
名
の
う
ち
三
二
三
〇
名
（
六
一
・
○
パ
ー
セ
ン
ト
）
が
槍
騎
兵
連
隊

　
区
所
属
（
¢
コ
■
3
誉
3
磐
圃
．
ω
g
①
諏
。
剛
≡
o
ρ
＝
一
）
。

＠
証
7
；
β
ρ
＝
O
・

⑳
↓
象
〉
囲
（
ρ
ρ
＝
H
．

⑳
　
コ
リ
イ
ー
フ
シ
チ
ナ
に
つ
い
て
は
、
【
山
・
【
〈
o
。
円
9
欝
O
o
切
・
≧
鴛
①
℃
暴
き
陶
聖
識

　
ぎ
8
℃
｝
≡
困
（
o
き
冒
良
岡
田
ぴ
＝
§
肖
需
ω
讐
一
ま
。
。
，
1
魯
（
刷
お
じ
コ
。
暴
頴
自
ぞ
峯
M
鋤
y
↓
。

　
H
一
一
㌧
一
◎
◎
◎
。
b
。
噛
子
虫
o
J
o
．
8
刈
占
卜
Ω
ご
〉
．
〉
■
Ω
（
輩
艮
。
脚
。
【
（
＝
隔
岬
．
k
器
ω
．
8
～
タ

　
H
お
ρ
も
。
卜
。
り
と
Q
。
噛
匂
5
■
鋭
門
。
き
α
葦
同
（
暴
．
諄
費
§
二
一
6
Φ
萄
匿
自
霞
。
…
℃
o
．
ω
b
。
同

　
占
ら
参
照
。

⑳
　
セ
ロ
マ
の
蜂
起
に
つ
い
て
は
、
↓
碧
》
訳
ρ
ρ
。
。
G
。
軒
。
。
り
…
9
肖
｝
｛
｛
ρ
ω
覧
。
笛
》
欄
（
？

　
困
8
。
【
（
器
呈
①
n
話
。
」
〈
鵠
。
切
麦
8
8
ρ
心
O
O
－
㊤
参
照
。

⑳
翠
U
’
勺
9
。
富
”
冨
≧
霧
≦
Φ
鼻
p
．
ω
①
琶
①
碁
①
3
．
唱
．
b
。
。
。
？
り
O
・

（
⑳
　
口
〉
■
ω
鶏
o
B
切
。
蚤
断
ド
じ
ご
ω
田
剛
，
δ
o
ヨ
o
E
Φ
屡
笛
ω
碧
。
℃
o
美
田
＝
建
。
突
。
剛
剛
弓
㌣

　
。
」
＝
需
き
。
ヨ
㊦
…
o
諜
曽
”
6
霞
：
こ
ρ
諺
－
認
旧
ω
⇔
暑
∩
【
（
＝
切
磐
。
嵩
帥
ぎ
岩
。
↓
鶏
㌣

　
勺
。
剛
ε
，
＝
貞
a
角
㊦
ミ
①
㊤
，
言
工
8
？
O
Φ
で
9
ま
（
o
豪
貴
＝
g
o
ζ
・
獄
①
竃
嗣
剛
【
δ
2
甲

　
。
き
田
［
窪
ρ
中
）
■
1
会
＝
o
。
5
。
下
国
。
ぎ
讐
蕾
y
8
＜
H
押
お
。
。
G
。
、
。
o
琴
a
喜
＝

　
9
（
謡
9
ダ
ρ
草
餅

⑱
　
た
と
え
ば
、
ス
カ
リ
コ
ー
フ
ス
キ
ー
は
、
タ
タ
ー
ル
の
襲
撃
を
く
い
と
め
る
こ

　
と
が
で
き
な
か
っ
た
の
は
、
襲
撃
が
あ
ま
り
に
急
か
つ
多
勢
で
な
さ
れ
た
た
め
で

　
あ
る
と
す
る
（
〉
．
〉
’
∩
需
隅
』
び
訳
。
切
2
（
自
門
●
k
剛
｛
o
ω
■
o
o
謂
こ
・
剛
．
H
H
ど
ρ
一
画
一
階
）
。

⑱
前
掲
拙
稿
参
照
。

⑳
　
ド
ニ
エ
プ
ル
・
ラ
イ
ン
に
つ
い
て
は
、
鋭
〉
．
Ω
（
雪
顕
8
2
（
三
山
・
さ
6
ω
・
8
4
こ

　
タ
H
H
H
ヤ
∩
．
冨
？
。
。
卜
。
“
o
コ
曾
ρ
3
き
9
ξ
釜
剛
岬
曾
ω
鎚
ε
回
ω
7
【
β
ρ
8
令
月
参
照
。

⑳
b
ロ
》
・
8
き
9
長
鼻
ω
磐
。
唱
舅
。
一
3
⑦
剛
§
蟄
g
話
。
．
ρ
蕊
ご
》
■
鋭
ρ
（
㌣

　
き
岩
胃
蚤
同
げ
置
。
↓
o
コ
凶
凶
エ
。
し
6
0
蹄
0
2
哨
【
■
三
‘
」
固
H
、
ρ
一
舌
頭
9

⑫
　
し
σ
．
鋭
3
き
身
奏
藁
■
さ
《
鎚
8
～
ρ
島
？
b
。
ド

⑳
客
∪
．
℃
9
8
ω
．
冨
之
器
覧
①
三
β
、
。
Q
Φ
巳
①
日
¢
昼
．
毛
●
G
。
野
。
曽
。
。
P

⑧
》
》
・
Ω
（
監
『
【
6
器
自
r
望
奉
ω
●
8
4
二
4
．
H
押
。
●
b
。
O
ご
〉
’
E
；
｛
建
8
．
ξ
甲

　
誉
器
℃
冨
§
8
ω
窪
ゆ
き
国
銘
q
8
開
・
9
ω
自
。
℃
9
［
（
巳
（
ω
ヨ
ω
畏
葛
。
召
8
『
鴇
－

　
開
幽
薫
琶
×
2
0
℃
8
∩
q
■
O
』
0
9
弩
召
δ
望
愚
妻
四
9
0
）
9
ー
ム
（
【
お
口
∩
困
8
凶
。
匿
で
罷
【
帥
y

　
鉾
く
鍔
一
。
。
Q
。
ρ
委
棄
9
F
ρ
①
に
●

⑳
0
5
b
「
8
0
9
量
自
脚
．
ω
鍵
剛
。
暑
ぴ
剛
β
o
．
b
。
＝
湾
口
．

⑳
し
。
．
〉
．
8
き
9
暴
鼻
審
h
p
ω
．
8
遭
こ
ρ
G
。
給
ふ
ω
．

124 （928）

お
　
わ
　
り
　
に

　
以
上
、
述
べ
て
き
た
こ
と
を
ふ
り
か
え
り
な
が
ら
、
本
稿
の
は
じ
め
に
提
起
し
た
問
題
　
　
南
ウ
ク
ラ
イ
ナ
と
い
う
統
一
体
の
構
成
要
素
と

し
て
見
た
北
部
入
植
地
と
ザ
ポ
ロ
ー
ジ
エ
・
カ
ザ
ー
ク
の
関
係
　
　
に
答
え
て
い
こ
う
。

　
一
八
世
紀
後
半
は
、
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
の
ス
テ
ッ
プ
辺
境
が
、
東
欧
の
大
園
の
間
で
農
業
植
民
地
と
し
て
最
終
的
に
分
割
さ
れ
て
い
く
時
代
で
あ

っ
た
。
こ
の
ス
テ
ッ
プ
辺
境
の
農
業
植
民
地
化
の
典
型
的
な
例
が
、
ロ
シ
ア
国
家
に
よ
る
南
ウ
ク
ラ
イ
ナ
の
開
発
で
あ
る
。
ロ
シ
ア
国
家
は
、
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外
国
人
入
植
者
の
導
入
、
ノ
ヴ
ォ
ロ
シ
ア
県
の
設
立
等
の
施
策
を
通
じ
て
南
ウ
ク
ラ
イ
ナ
北
部
へ
の
植
民
事
業
を
お
し
す
す
め
て
い
く
。
か
く

し
て
北
部
入
植
地
の
人
口
増
が
は
か
ら
れ
る
一
方
、
南
ウ
ク
ラ
イ
ナ
の
南
部
に
あ
っ
た
ザ
ポ
ロ
ー
ジ
エ
・
カ
ザ
ー
ク
に
は
、
ク
リ
ミ
ャ
汗
国
、

オ
ス
マ
ン
“
ト
ル
コ
の
攻
撃
か
ら
北
部
を
守
る
べ
き
軍
事
的
障
壁
と
し
て
の
役
割
が
う
け
も
た
さ
れ
た
。

　
南
ウ
ク
ラ
イ
ナ
の
南
北
の
、
こ
う
し
た
い
わ
ば
国
家
の
論
理
に
則
し
た
役
割
分
担
が
比
較
的
順
調
に
機
能
し
た
の
が
、
入
植
の
第
一
、
二
期

で
あ
る
。
こ
の
間
、
外
国
人
入
植
者
の
到
来
、
ウ
ク
ラ
イ
ナ
人
、
窟
シ
ア
人
の
国
内
移
住
等
に
さ
さ
え
ら
れ
た
北
部
入
植
地
の
人
口
増
は
め
ざ

ま
し
い
。
一
方
、
南
部
の
ザ
ポ
μ
ー
ジ
エ
・
カ
ザ
ー
ク
は
、
一
七
三
五
一
三
九
年
の
ロ
シ
ア
豚
ト
ル
コ
戦
争
へ
の
従
軍
を
は
じ
め
、
ク
リ
ミ
ヤ

汗
国
、
ト
ル
コ
に
対
す
る
軍
事
的
前
哨
と
し
て
の
っ
と
め
を
、
よ
く
は
た
し
た
。

　
つ
ま
り
、
ザ
ポ
β
ー
ジ
エ
・
カ
ザ
ー
ク
は
、
自
分
た
ち
の
支
配
領
域
を
蚕
食
し
な
が
ら
拡
大
さ
れ
た
憎
い
北
部
入
植
地
を
守
る
役
割
を
演
じ

る
は
め
に
な
っ
た
の
で
あ
る
が
、
こ
れ
は
彼
ら
に
と
り
悪
い
結
果
ぽ
か
り
を
も
た
ら
し
た
わ
け
で
は
な
い
。
ロ
シ
ア
政
府
は
、
そ
の
代
償
と
し

て
他
の
カ
ザ
ー
ク
に
比
べ
て
よ
り
大
き
な
自
由
の
余
地
を
、
ザ
ポ
ロ
ー
ジ
エ
・
カ
ザ
ー
ク
に
認
め
た
の
で
あ
る
か
ら
。
こ
の
点
、
北
部
入
植
地

を
カ
ザ
ー
ク
の
自
由
に
対
す
る
侵
害
の
代
名
詞
と
し
て
弾
劾
す
る
ば
か
り
の
従
来
の
理
解
は
、
い
さ
さ
か
一
面
的
に
す
ぎ
る
と
い
わ
ざ
る
を
え

な
い
。
一
八
世
紀
の
ザ
ポ
臣
ー
ジ
エ
・
カ
ザ
ー
ク
は
、
北
部
入
植
地
の
拡
大
と
い
う
事
実
が
あ
っ
た
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
自
由
を
保
っ
た
の
で

は
な
い
。
北
部
入
植
地
が
あ
っ
た
か
ら
こ
そ
、
ロ
シ
ア
政
府
は
、
他
の
カ
ザ
ー
ク
に
対
し
て
と
っ
た
よ
う
な
性
急
な
統
制
策
を
手
控
え
た
の
で

は
な
い
か
。

　
と
こ
ろ
が
、
入
植
の
第
三
期
、
と
り
わ
け
一
七
六
〇
年
代
末
か
ら
は
、
こ
う
し
た
南
ウ
ク
ラ
イ
ナ
の
南
北
の
役
割
分
担
が
、
う
ま
く
機
能
し

な
く
な
る
。
北
部
町
植
地
の
不
満
分
子
と
ザ
ポ
ロ
ー
ジ
エ
・
カ
ザ
ー
ク
と
の
結
び
つ
き
が
前
景
に
あ
ら
わ
れ
て
き
た
。
そ
れ
に
と
も
な
い
、
北

部
入
植
地
と
ザ
ポ
ロ
ー
ジ
エ
・
カ
ザ
ー
ク
の
関
係
も
、
あ
ま
り
う
ま
い
言
い
方
で
は
な
い
が
、
国
家
の
論
理
に
則
し
た
役
割
分
担
か
ら
民
の
論

理
に
よ
る
一
種
の
相
互
補
完
と
も
い
う
べ
き
も
の
に
か
わ
っ
て
い
く
。

　
北
部
入
植
地
に
お
い
て
社
会
的
不
満
を
い
だ
い
た
人
々
に
対
し
、
ザ
ポ
ロ
ー
ジ
エ
は
か
っ
こ
う
の
逃
亡
先
、
避
難
所
を
提
供
し
た
。
一
七
六
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○
年
代
末
よ
り
北
部
入
植
地
か
ら
ザ
ポ
ロ
ー
ジ
エ
へ
の
大
量
の
人
口
移
動
が
生
じ
た
結
果
、
人
口
増
の
ペ
ー
ス
も
後
者
の
優
位
へ
と
逆
転
を
み

る
。
ま
た
、
槍
騎
兵
の
反
乱
と
ガ
イ
ダ
マ
ク
運
動
の
連
動
に
代
表
さ
れ
る
よ
う
な
、
社
会
的
プ
臣
テ
ス
ト
に
際
し
て
の
入
植
地
住
民
と
カ
ザ
ー

ク
と
の
連
帯
も
強
化
さ
れ
る
。
一
方
、
ザ
ポ
ロ
ー
ジ
エ
・
カ
ザ
ー
ク
の
側
か
ら
し
て
も
、
北
部
入
植
地
か
ら
ザ
ポ
ロ
ー
ジ
エ
へ
移
住
し
て
き
た

人
々
の
農
業
用
労
働
力
と
し
て
の
意
義
は
非
常
に
大
き
な
も
の
で
あ
っ
た
。
彼
ら
の
力
を
か
り
る
こ
と
に
よ
り
、
カ
ザ
ー
ク
は
長
く
ロ
シ
ア
帝

国
へ
の
従
属
の
主
因
と
な
っ
て
い
た
食
糧
の
不
足
を
解
消
す
る
め
ど
を
つ
け
ら
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
の
で
あ
る
か
ら
。
か
く
し
て
、
ザ
ポ
ロ
ー

ジ
エ
は
、
北
部
入
植
地
の
人
々
に
社
会
的
不
満
の
は
け
口
を
、
北
部
入
植
地
は
ザ
ポ
群
！
ジ
エ
に
農
業
用
労
働
力
、
ひ
い
て
は
経
済
的
自
立
の

基
盤
を
、
互
い
に
与
え
あ
う
よ
う
な
関
係
が
成
立
す
る
に
い
た
っ
た
。

　
一
八
世
紀
の
北
部
入
植
地
と
ザ
ポ
ロ
ー
ジ
エ
・
カ
ザ
ー
ク
を
、
南
ウ
ク
ラ
イ
ナ
全
体
と
い
う
相
の
も
と
に
お
い
て
見
た
場
合
、
両
者
の
関
係

は
、
ロ
シ
ア
国
家
の
論
理
に
則
し
た
役
割
分
担
か
ら
民
の
論
理
に
よ
る
相
互
補
完
的
性
格
を
お
び
た
関
係
に
か
わ
っ
て
い
く
。
ロ
シ
ア
国
家
に

と
っ
て
、
こ
う
し
た
状
況
変
化
は
見
過
ご
し
に
し
て
お
け
る
も
の
で
は
な
い
。
ロ
シ
ア
国
家
が
、
南
ウ
ク
ラ
イ
ナ
の
農
業
植
民
地
化
を
み
ず
か

ら
の
主
晶
群
で
お
し
す
す
め
よ
う
と
す
れ
ば
、
一
七
六
〇
年
代
末
以
降
の
ザ
ポ
ロ
ー
ジ
エ
は
「
悪
影
響
」
を
ふ
り
ま
く
障
害
物
に
他
な
ら
な
く

な
る
。
ま
た
、
一
七
六
八
－
七
四
年
の
ロ
シ
ア
ー
ト
ル
コ
戦
争
の
勝
利
は
、
ザ
ポ
ロ
ー
ジ
エ
・
カ
ザ
ー
ク
を
軍
事
的
に
ほ
と
ん
ど
無
価
値
な
も

の
に
し
た
。
そ
の
結
果
、
つ
い
に
一
七
七
五
年
、
新
セ
ー
チ
の
廃
絶
と
い
う
事
態
が
も
た
ら
さ
れ
た
の
で
あ
る
。
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The　lmmigrant　SbCietieS　uAder　the　Qing　’ptre　Dyna’s’　t’y

　　　　　　　An　lntroductory　Study　of　the　Bailianv’iao

　　　　　　　白蓮教Sect　Rebellion　in　the　fiaqing嘉慶Period

by

Masaru　Yamada

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　cemposed　of　some　asso－

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　reorganized　by．kinship：

By　the　end　of　the　Oianlung駆血period　some　large　landowners　became’

powerfu1　and　monopolized　the　channels　of　economic　circulation．　in　the’

plain．　And　they　tried　to　organiz．e．the’family　relations　into　the　Zongztt

宗族system．　On　the　other　hand，　the　mountaineers　under　pressure　came

to　crisi＄　of　IQsing　their　own　family　relations．　’1’hese　conditions　prepa－

red　for　the　large　social　change　in　the　first　year　of　the　Jiaqing　period．

　　Frem，　the　end　of　the　17th．century　．　to　the　end　of　the　18th　century，

t．here　were　many　people　exuded　aS　immigrants　frQm　some　advanced

provinces，　with　Hukuαng湖広as．　their　center，　to　the　boundary　region

among　Sichuan四川，　Habei湖北，　and　Shanxi陳西．　In　this　reglon　the

Bailian－jk’ao　sect　rebellion　broke　out　and　it　is　genera11y　considered　that

this　rebel　army　was　composed　of　the　immigrants．　ln　this　paper，　the

author　tries　to　make　clear　the　process　of　organizing　the　immigrant

societie．s　and　the　social　prob1ems．causing　the　rebellion．

　　The’immigrant　societies　which　were　at　first

ciations　from　the　same　province，　came　to　be

The　Settlement　of　the　Southern　Ukraine　and

　　　　　　　　　the　Zaporozhian　New　Sich一

by

Hit’oshi　Nakamura

　　The　subject　of　the　present　article　iS　tke　colonization’of’the　Southem

Ukraine　・during　the　Zaporozhian　New　Sich　period．　The　eighteenth－cen－

turY　Southern　Ukraine　was　cornposed’　of　two　parts．　One　is　northern

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（965）



tegion　in　which　the　colonization　movement　developed　with　gyeat　in－

tensity．　The　other，　southern　region，・　is　the　Zaporozhian　Order’s　privi－

leged　territoyy　called　Vol’nosti．

　　The　most　remarl〈able　fact　that　characterized　the　New　Sick　period，　is

incessant　and　increasing　efforts　made　by　the　Russian　authorities　to

expand　the　northern　colony　at　the　expense　of　the　Zaporozhian　Vol’nosti．

This　territorial　encroachment　inevitably　caused　ever－growing　conflicts

between　the　Zaporozhians　and　the　Russian　government．　ln　this　st－

rugg1e，　the　Zaporozhians　tried　to　reinforce　their　corps　by　means　of

attracting　the　settlers　from　the　northern　colony．

　　It　is　this　fiow　of　human　capital　into　the　Vol’nosti　that　made　up　the

Russian　authorities’　mind　to　abolish　the　New　Sich．

（964）




